
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
局
面

1
第
一
〇
回
党
大
会
に
お
け
る
食
糧
税
導
入
の
決
定
に
つ
い
て
一

尼

ノ

創

二

【
要
約
】
　
一
九
一
＝
年
三
月
の
ロ
シ
ア
共
産
党
第
一
〇
回
大
会
は
、
食
糧
割
豪
徴
発
を
食
糧
税
に
代
え
、
さ
ら
に
地
方
的
規
模
で
の
自
由
な
取
引
を
容
認

し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
時
共
産
主
義
」
か
ら
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
を
定
め
た
。
だ
が
、
こ
の
食
糧
税
導
入
の
措
置
は
、
あ
ら
か
じ
め
重
要
議
案
と
し
て
上
程

さ
れ
た
も
の
で
も
な
け
れ
ぼ
、
綿
密
な
討
議
を
経
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
税
導
入
の
決
定
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
問
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
通
説
で
は
、

「
戦
時
共
産
主
義
」
は
、
戦
争
と
経
済
崩
壊
に
よ
っ
て
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
時
的
措
置
、
正
常
な
路
線
か
ら
の
逸
脱
で
あ
る
と
さ
れ
、
　
「
共
産
主
義
へ
の

直
接
的
移
行
の
試
み
」
の
側
面
は
一
部
の
「
夢
想
家
」
の
所
為
に
帰
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
背
後
に
あ
っ
た
意

図
や
願
望
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
共
産
党
は
「
戦
階
共
産
主
義
」
を
通
じ
て
社
会
主
義
建
設
を
企
て
て
い
た
の
で
あ
り
、
ネ
ッ

プ
の
端
緒
で
あ
る
、
税
と
地
方
的
自
由
取
引
の
容
認
で
さ
え
、
少
な
か
ら
ぬ
困
難
を
伴
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
史
林
五
八
巻
二
号
　
一
九
七
五
年
三
月

ネップへの転換局面（尼川）

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
二
一
年
三
月
の
ロ
シ
ア
共
産
党
第
一
〇
回
大
会
は
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
破
綻
、
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
内
部
の
一
連
の
危
機
の
尖
鋭
化

と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
ω
農
民
に
対
す
る
食
糧
割
当
徴
発
を
食
糧
税
に
代
え
、
さ
ら
に
地
方
的
規
模
で
の
自
由
な
経
済
的
取
引
を
許
し
、
②

党
内
で
の
分
派
活
動
を
禁
じ
て
党
内
規
律
を
引
き
締
め
る
と
い
う
二
大
措
置
を
決
定
し
て
ネ
ッ
プ
期
の
幕
を
開
い
た
、
党
と
共
和
国
の
歴
史
上

極
め
て
重
要
な
大
会
で
あ
る
。
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ロ
シ
ア
共
産
党
は
、
レ
ー
ニ
ン
を
中
心
と
す
る
党
中
央
の
主
流
派
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
も
と
に
上
述
の
措
置
を
こ
の
大
会
で
決
定
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
危
機
を
突
破
し
え
た
。
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
措
置
は
、
あ
ら
か
じ
め
重
要
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
大
会

で
綿
密
に
討
議
さ
れ
た
う
え
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
二
大
措
置
は
、
い
わ
ば
不
自
然
な
か
た
ち
で
大
会
に
提
出
さ
れ
採
択
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
不
自
然
さ
の
実
相
を
捉
え
A
そ
の
根
拠
を
探
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ネ
ヅ
プ
へ
の
転
換
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
最
初
の
糸

口
を
掴
も
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
小
論
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
意
の
準
備
不
足
と
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
今
回
は
特
に
食
糧

税
滋
入
の
問
題
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
さ
て
、
ソ
連
で
は
一
九
六
三
年
に
、
実
に
三
〇
年
ぶ
り
で
、
第
一
〇
回
党
大
会
の
議
事
録
第
三
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ネ
ッ
プ
へ
の

転
換
に
つ
い
て
の
ソ
連
の
概
究
書
で
は
、
上
述
の
二
大
措
置
が
大
会
で
ど
の
よ
う
に
し
て
採
択
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
、
ま
だ
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

分
に
取
り
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
六
巻
本
の
詳
細
な
党
史
や
H
・
H
・
カ
ト
ル
ギ
ン
の
研
究
書
。
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

前
後
の
農
民
問
題
を
扱
っ
た
D
・
A
・
ポ
リ
ャ
コ
ー
プ
の
研
究
書
も
、
第
一
〇
回
党
大
会
の
様
相
な
ど
は
簡
単
に
通
り
す
ぎ
て
い
る
。
た
だ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

㊦
・
B
・
ゲ
ン
キ
ナ
は
、
一
九
六
九
年
に
発
表
し
た
班
覚
書
の
な
か
で
お
座
な
り
な
が
ら
も
比
較
的
詳
し
く
こ
の
大
会
を
扱
っ
て
い
る
。
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
も
、
ゲ
ン
キ
ナ
に
し
て
も
、
一
九
五
四
年
刊
行
の
ネ
ッ
プ
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
著
作
で
は
、
こ
の
大
会
の
議
事
録
す
ら
引
用
し
て
い
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
の
険
し
さ
を
見
据
え
よ
う
と
し
な
い
態
度
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
西
側
で
は
党
史
の
権
威
L
・
シ
ャ
ピ
ロ
や
R
・
V
・
ダ
幽
思
ル
ズ
が
政
治
史
の
脈
絡
の
な
か
で
、
こ
の
大
会
を
も
批
判
的
に
扱
っ
て
い
る
が
、

政
治
史
の
分
野
に
対
象
を
限
定
し
て
い
る
た
め
、
特
に
後
者
の
場
合
、
経
済
問
題
と
の
関
連
に
は
あ
ま
り
注
意
を
向
け
て
い
な
い
。
E
・
H
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

カ
…
は
、
彼
の
『
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
』
の
第
一
巻
（
政
治
）
と
第
二
巻
（
経
済
）
で
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
に
触
れ
て
お
り
、
簡
略
な
が
ら
示

唆
的
な
叙
述
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
日
本
で
は
、
近
年
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
と
農
民
と
の
対
抗
関
係
が
ク
漂
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

価
に
関
し
て
も
示
唆
と
刺
激
を
与
え
る
論
考
が
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
第
一
〇
回
党
大
会
そ
れ
自
体
の
分
析
は
皆
無
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。

　
以
下
、
第
一
章
で
転
換
前
の
い
わ
ゆ
る
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
問
題
を
、
第
二
章
で
新
経
済
政
策
の
模
索
の
様
子
を
概
観
し
、
最
後
の
第
三

章
で
第
一
〇
回
党
大
会
で
の
食
糧
税
導
入
の
様
相
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
〇
圓
党
大
会
の
い
ま
ひ
と
つ
の
重
要
措
置
で
あ
る
分
派

活
動
の
禁
止
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
主
題
に
直
接
関
連
す
る
限
り
で
雷
及
す
る
。

①
　
員
。
自
↓
旨
旨
①
錯
議
長
q
）
㌧
6
℃
↓
お
b
。
H
『
o
皆
噌
9
Φ
き
弓
m
曾
肖
‘
。
。
困
自
圃
。
↓
港
↓
驚

　
〉
ご
δ
8
（
以
下
×
6
器
聲
〔
ω
〕
と
略
す
）
。

　
　
第
一
〇
回
党
大
会
の
議
事
録
は
、
初
版
h
φ
。
葛
籠
岬
壽
①
貴
℃
。
。
。
三
押
臭
9
＝
（
？

　
ξ
受
謡
闘
。
↓
同
語
Φ
突
9
岬
「
【
ロ
℃
≡
押
O
↓
o
剛
δ
召
飴
曾
凶
4
⑦
∩
【
会
⇒
o
↓
【
掃
↓
■
銭
こ
H
り
b
o
H
が
大
会

　
直
後
に
出
版
さ
れ
た
の
ち
、
詳
細
な
編
集
部
注
と
追
加
的
資
料
が
加
え
ら
れ
た
第

　
二
版
員
①
9
↓
塁
。
♂
㊦
霧
雲
く
コ
（
α
y
二
一
帥
鷺
お
b
。
H
8
碁
㌧
9
畠
自
窟
臼
一
詔
Φ
Ω
（
轟

　
o
謡
㊤
■
客
こ
H
り
ω
ω
（
以
下
×
。
需
貫
〔
b
。
〕
と
略
す
）
が
三
〇
年
代
前
半
に
出
版
さ

　
れ
て
い
る
。
一
般
に
三
〇
年
代
の
刊
行
物
は
学
問
的
価
値
が
な
い
よ
う
に
考
え
ら

　
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
豊
野
な
注
釈
と
資
料

　
（
第
四
版
で
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
）
を
含
ん
で
い
る
b
づ
・
写
』
窒
農
・
∩
o
．
園
苧

　
焉
塁
卸
N
6
①
器
h
・
も
三
〇
年
代
前
半
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
筆
者
は
史
料
と
し
て
議
事
録
の
第
二
版
と
第
三
版
を
用
い
た
。
初
版
は
入
手
で

　
き
な
か
っ
た
。
第
二
版
と
第
三
版
は
、
そ
れ
ぞ
れ
千
頁
近
い
大
冊
で
あ
る
た
め
逐

　
一
照
合
し
て
は
い
な
い
が
、
少
な
か
ら
ぬ
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
一
版
の
単
純

　
な
誤
植
は
第
三
版
で
訂
正
し
て
あ
る
よ
う
だ
が
、
第
二
版
の
い
く
つ
か
の
資
料
・

　
人
名
解
説
・
事
件
誌
が
第
三
版
で
溺
除
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
第
二
版
の
本
文
に
記

　
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
第
三
版
で
削
除
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
編
集
都

　
の
注
に
も
か
な
り
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

②
　
ぎ
δ
【
き
こ
く
コ
O
ρ
↓
■
膳
”
至
」
（
一
Φ
卜
。
や
6
b
。
㊤
Y
≧
■
層
一
ミ
P

③
＝
ヒ
＝
（
遷
。
℃
≡
＝
．
＝
6
↓
ε
【
三
⑦
突
｝
三
〇
量
↓
聞
（
識
∩
O
＝
o
o
身
長
⑦
自
覧
。
嗣
一
δ

　
＝
O
切
O
諦
O
同
6
｝
δ
藁
三
①
O
【
6
鵠
口
O
諏
＝
↓
三
（
＝
。
三
9
ド
Φ
ざ
■

④
剛
O
■
〉
．
コ
9
美
。
国
．
コ
8
0
×
o
鳶
開
＝
ω
超
魔
8
切
。
月
。
［
6
①
遷
①
。
↓
顕
蓉
旨
。
．
を
r

　
お
①
刈
●

⑤
9
q
弓
①
巽
＝
野
馳
「
o
。
葦
自
尊
↓
器
差
譲
鞄
曽
Φ
き
墨
。
∩
亭
じ
ご
．
＝
．
濫
躍
景
斜
お
留
－

　
お
b
。
ω
・
三
．
曽
H
¢
①
ρ
（
以
下
ω
．
φ
門
。
国
美
塁
．
門
員
．
と
略
す
）
。
⑥
の
激
条
臭
は
幾

　
分
抜
け
て
い
る
。

⑥
守
）
剛
（
o
．
コ
9
巽
畏
8
こ
」
雪
。
開
6
8
8
。
葦
巷
∩
↓
二
一
（
＝
o
巴
瞥
輿
9
肖
9
≡
．
お
突
。
詠

　
岩
農
遷
【
〈
①
・
ヨ
・
し
り
①
蒔
（
以
下
鱒
切
。
「
⑦
美
塁
£
。
■
コ
O
「
噸
と
略
す
）
。

⑦
こ
の
場
合
、
初
版
か
第
二
版
に
な
る
。

⑧
い
o
Q
。
冨
℃
騨
p
§
馬
O
晩
喧
9
り
庶
導
恥
O
§
§
§
募
馬
』
楠
§
“
ミ
遷
、
㌧
Q
ミ
騎
ミ

　
O
憶
憶
8
ミ
§
§
き
馬
砺
§
執
ミ
9
ミ
♪
ピ
。
民
o
P
お
綬
．

⑨
即
く
り
U
拶
巳
巴
ρ
§
馬
O
§
§
§
噺
馬
面
き
恥
ミ
e
。
N
ミ
賊
§
、
0
9
瀕
§
§
§
馬

　
Q
簿
。
恥
ミ
§
§
い
§
ミ
肉
幅
畠
鴇
3
9
ヨ
σ
誌
α
α
q
ρ
寓
器
ω
。
㍉
8
0
■
國
際
社
会
主
義

　
運
動
研
究
会
訳
『
μ
シ
ア
共
産
党
党
内
闘
争
史
』
、
現
代
思
潮
社
、
一
九
六
七
年
。

⑩
国
．
犀
9
芦
諏
襲
§
曙
ミ
砺
。
蕎
縣
淘
§
鴇
3
§
恥
し
ロ
。
§
§
鞭
審
q
罫
†

　
翫
§
℃
遣
嵩
点
詑
抽
勺
。
一
一
。
撃
b
ご
o
o
冨
吻
ぎ
一
9
H
層
δ
①
①
（
隔
冨
叶
宅
げ
一
一
ω
冨
山

　
目
霧
O
）
…
く
〇
一
・
b
。
噛
ド
ゆ
霧
（
お
窃
b
。
）
・
原
田
・
宇
高
・
他
訳
『
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
』
、

　
第
一
巻
・
第
二
巻
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
七
年
。

⑪
国
内
戦
期
を
も
扱
っ
て
い
る
も
の
に
限
れ
ば
、
1
漢
内
謙
『
ソ
ビ
エ
ト
政
治

　
史
』
、
勤
草
書
募
、
一
九
六
二
年
。
保
田
孝
一
『
ロ
シ
ア
革
命
と
ミ
ー
ル
共
同
体
』
、

　
御
茶
水
書
房
、
一
九
七
一
年
。
菊
泡
黒
光
『
十
月
革
命
へ
の
挽
歌
』
、
悟
況
出
版
、

　
一
九
七
二
年
。
和
田
春
樹
「
ロ
シ
ア
革
命
に
お
け
る
農
晟
革
命
」
　
（
岡
田
与
好
編
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『
近
代
革
命
の
研
究
』
、
下
巻
、
東
大
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
所
収
）
。

＠
　
庄
野
新
「
い
わ
ゆ
る
『
戦
記
共
産
主
義
』
の
評
価
に
つ
い
て
」
（
雌
．
ロ
シ
ア
史
研

　
究
騒
、
第
＝
二
号
、
一
九
六
五
年
、
所
版
）
。
門
脇
彰
「
レ
ー
ニ
ン
と
『
戦
時
共
産

主
義
』
－
最
近
の
研
究
動
向
に
よ
せ
て
一
」
　
（
同
志
社
大
学
被
会
科
学
研
究

所
『
社
会
科
学
駈
、
第
＝
二
号
、
一
九
七
一
年
、
所
紋
）
。

（24S＞　96

「
戦
時
共
産
主
義
」

　
一
九
一
八
年
半
ば
か
ら
一
九
二
一
年
三
月
置
で
の
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
経
済
政
策
の
総
体
は
、
一
般
に
「
戦
時
共
産
主
義
扁
と
名
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
一
八
年
か
ら
酬
九
二
〇
年
に
か
け
、
工
業
の
分
野
で
は
重
要
企
業
の
全
薗
的
国
有
化
が
進
展
し
つ
づ
け
た
。

ま
た
一
九
一
八
年
＝
一
月
に
は
全
般
的
労
働
義
務
制
が
実
施
さ
れ
て
労
働
能
力
を
持
つ
全
市
民
に
労
働
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
に
は

労
働
規
律
が
一
段
と
強
化
さ
れ
半
軍
事
的
性
格
を
帯
び
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
農
業
部
門
で
は
、
都
市
の
食
糧
不
足
を
背
景
に
、
一
九
一
八
年
五
月
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
は
農
民
に
対
し
、
自
家
消
費
用
と
播
種
用
の
穀
物
を

除
く
全
余
剰
穀
物
を
国
家
に
公
定
価
格
で
引
き
渡
す
こ
と
を
定
め
た
法
令
を
発
し
た
。
余
剰
穀
物
を
供
出
し
な
い
穀
物
所
有
者
は
「
人
民
の

敵
」
と
宣
言
さ
れ
、
隠
匿
余
剰
は
無
償
で
没
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
農
村
に
は
武
装
労
働
者
の
穀
物
徴
発
部
隊
が
送
り
込
ま
れ
た
。
農
村

内
部
で
は
、
一
九
一
八
年
半
ば
か
ら
同
年
末
ま
で
、
短
期
間
な
が
ら
「
貧
農
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
農
村
に
お
け
る
階
級
闘
争
遂
行
の
任
務

を
課
さ
れ
る
と
と
も
に
、
食
糧
調
達
の
機
関
と
し
て
役
立
て
ら
れ
た
。

　
一
九
一
九
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
食
糧
割
当
徴
発
制
は
、
国
家
の
必
要
穀
物
量
を
各
県
そ
し
て
各
村
ご
と
に
地
域
の
事
情
を
考
慮
し
な
が

ら
割
り
当
て
、
供
出
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
ら
が
の
ち
に
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
食
糧
余
剰
の
全
面
的
な

徴
発
が
継
続
さ
れ
た
。
こ
の
食
糧
徴
発
政
策
は
、
一
九
一
九
年
以
後
の
中
農
宥
和
へ
の
一
定
の
政
策
転
換
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
二
一
年
初

め
ま
で
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
私
的
商
業
が
廃
止
さ
れ
、
国
家
に
よ
る
中
央
集
権
的
配
給
制
が
採
ら
れ
、
貨
幣
の
役
割
が
低
下
し
、
賃
金
が
著
し
く
現
物
化
さ
れ
た
。

ま
た
一
九
二
〇
年
末
に
は
、
消
費
物
資
や
公
共
料
金
の
無
料
化
が
指
令
さ
れ
て
い
る
。
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
「
戦
時
共
産
主
義
」
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
か
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
　
「
戦
時
共
脆
主
義
偏

は
、
戦
争
（
国
内
戦
・
干
渉
戦
）
と
経
済
崩
壊
に
よ
っ
て
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
時
的
な
措
置
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
ネ
ッ
プ
は
「
戦
時
共

産
主
義
」
採
用
前
の
一
九
一
八
年
春
の
「
平
和
的
息
継
ぎ
」
の
時
期
に
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
政
策
プ
ラ
ン
へ
の
復
帰
、
そ
の
発
展

で
あ
り
、
こ
の
ラ
イ
ン
こ
そ
が
、
資
本
主
義
か
ら
祉
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
正
常
な
経
済
政
策
の
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
従
っ
て
、
　
「
戦
時
共
産
主

義
」
は
こ
の
正
常
な
ラ
イ
ン
か
ら
の
逸
脱
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
解
釈
は
レ
ー
ニ
ン
の
発
言
の
な
か
に
そ
の
根
拠
を
見
出
す
。
一
九
一
二
年
三
月
の
第
一
〇
團
党
大
会
で
レ
ー
ニ
ン
は
こ
う
い
わ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
か
、
一
こ
れ
ま
で
の
体
制
は
「
軍
事
上
の
必
要
、
考
慮
、
条
件
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
経
済
上
の
そ
う
い
う
も
の
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
。
翌
月
末
に
執
筆
さ
れ
た
小
冊
子
『
食
糧
税
に
つ
い
て
』
の
な
か
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
な
か
っ
た

か
、
一
「
『
戦
時
共
産
主
義
』
は
戦
争
と
荒
廃
に
よ
っ
て
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
経
済
的
任
務
に
応
じ
た
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
あ
り
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
一
時
的
方
策
で
あ
っ
た
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
の
解
釈
が
定
着
し
て
い
く
の
は
、
庄
野
新
氏
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
一
国
社
会
主
義
論
の
勝
利
と
彼
の
支
配
権
の
確
立
以
後
で
あ
り
、

そ
の
重
要
な
指
標
は
一
九
二
八
年
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
演
説
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
な
か
で
「
戦
時
共
産
主
義
は
戦
争
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

態
と
干
渉
と
に
よ
っ
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
扁
政
策
で
あ
り
、
　
「
戦
争
と
干
渉
が
な
か
っ
た
ら
、
戦
時
共
産
主
義
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

明
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
正
統
性
を
獲
得
し
、
有
名
な
『
全
連
邦
共
産
党
（
ボ
）
史
・
小
教
程
』
（
一
九
三
八
年
初
版
発
行
）
を
経
て
、
今
日
ま

で
定
説
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
解
釈
の
推
移
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ソ
連
の
公
式
見
解
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
代
表
的
見
解
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

『
ソ
ヴ
ェ
ト
大
百
科
事
典
』
の
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
項
目
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
初
版
の
第
一
二
巻
（
一
九
二
八
年
刊
）
中
の
問
項
目
で
は
、
　
「
我
々
の
経
済
を
直
ち
に
市
場
な
し
で
集
中
化
し
再
組
織
し
よ
う
と
す
る
戦
時
共

産
主
義
の
試
み
の
背
後
に
、
戦
時
共
産
主
義
期
の
経
済
政
策
は
基
本
的
に
は
勝
利
の
た
め
の
熾
烈
な
翻
争
に
よ
っ
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
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ヤ
　
　
も

あ
る
と
い
う
事
実
を
見
な
い
こ
と
は
、
重
大
な
誤
り
で
あ
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
後
半
部
の
み
が
の
ち
に
強
調
さ
れ
定
式
化
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
こ
の
解
説
で
は
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
の
歴
史
的
意
義
は
、
ま
さ
に
、
軍
事
力
と
政
治
力
に
依
拠
し
つ
つ
経
済
的

基
地
を
占
領
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
の
な
か
に
軍
事
的
状
況

に
よ
っ
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
動
員
政
策
の
み
を
見
る
の
は
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
全
経
済
を
国
内
戦
の
必
要
に
適
応
さ
せ
一
貫
し
た
戦
時
共

産
主
義
制
度
を
建
設
し
な
が
ら
、
労
働
者
階
級
は
、
同
時
に
将
来
の
社
会
主
義
設
建
の
た
め
の
基
礎
を
築
い
て
い
た
」
こ
と
、
さ
ら
に
「
戦
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

共
産
主
義
の
こ
の
側
面
」
は
当
時
「
非
常
に
過
大
評
価
さ
れ
て
い
た
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
版
第
八
巻
（
一
九
五
一
年
）
の
簡
略
な
解
説
で
は
「
共
産
主
義
へ
の
移
行
の
試
み
」
の
側
面
へ
の
言
及
は
な
さ
れ
ず
、

も
っ
ぱ
ら
前
記
の
レ
ー
ニ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
言
、
　
『
党
史
・
小
教
程
』
の
記
述
が
引
用
さ
れ
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
は
国
内
戦
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
版
第
五
巻
へ
一
九
七
一
年
）
の
同
項
目
で
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
や
『
党
史
・
小
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

程
』
か
ら
の
引
用
が
省
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
前
記
の
解
釈
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
専
門
研
究
書
・
論
文
も
、
最
近
出
て
き
た
若
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
例
外
を
除
け
ば
、
す
べ
て
通
説
に
従
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
欧
米
で
は
、
い
ま
な
お
ソ
連
経
済
史
概
説
と
し
て
定
評
の
あ
る
M
・
ド
ッ
ブ
の
『
一
九
一
七
年
以
後
の
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
の
発
展
』
が
、
同
様

の
解
釈
を
行
な
っ
て
い
る
。
郎
ち
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
を
、
正
常
な
発
展
路
線
か
ら
の
偏
向
で
あ
り
戦
争
の
重
圧
下
に
お
け
る
一
連
の
非
常
措

置
で
あ
る
と
考
え
ず
、
彼
ら
の
理
想
の
部
分
的
な
具
体
化
で
あ
る
と
考
え
」
た
「
『
左
翼
主
義
』
分
子
」
も
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
「
観
念
は
左

翼
主
義
的
空
想
の
逸
脱
行
為
以
上
の
何
も
の
で
も
な
」
く
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
は
あ
く
ま
で
「
経
済
的
窮
乏
と
軍
事
的
必
要
と
に
直
面
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
応
急
策
」
で
あ
っ
た
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
ヨ
本
人
の
手
に
な
る
ソ
連
経
済
史
概
説
も
、
以
上
の
観
点
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
確
か
に
「
戦
時
共
産
主
義
」
的
諸
政
策
を
促
進
し
強
化
し
た
も
の
と
し
て
、
国
内
戦
と
そ
れ
に
よ
っ
て
激
化
さ
れ
た
甚
だ
し
い
経
済
崩
壊
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
内
戦
期
の
経
済
政
策
は
共
産
主
義
建
設
を
ま
っ
た
く
念
頭
に
お
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か
ず
に
立
案
さ
れ
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
果
し
て
当
時
共
産
党
員
は
「
戦
時
共
産
主
義
」
を
、
余
儀
な
く
さ
れ
た
二
時

的
応
急
措
置
」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
「
左
翼
主
義
的
」
空
想
家
も
い
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ブ
ハ
ー
リ
ン
や
プ
レ

オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
レ
か
し
、
彼
ら
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。

　
革
命
家
V
・
セ
ル
ジ
ュ
は
、
彼
の
回
想
録
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
「
こ
の
時
代
の
制
度
は
後
に
は
『
戦
時
共
産
主
義
』
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
当
時
は
た
だ
短
く
『
共
産
主
義
』
と
呼
ば
れ
、
私
の
よ
う
に
勝
手
に
そ
れ
を
一
時
的
な
も
の
と
見
な
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
者
に
は
批
難
の
眼
が
向
け
ら
れ
て
い
た
」
。
こ
れ
が
一
般
的
な
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
セ
ル
ジ
ュ
の
証
言
を
裏
づ
け
る
も
の
は
決
し
て

　
　
　
　
　
⑮

少
な
く
は
な
い
。

　
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
に
さ
い
し
て
、
㈲
「
戦
時
共
産
主
義
」
は
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
時
的
措
置
（
逸
脱
）
で
あ
り
、
ネ
ッ
プ
は
一
九
一
八
年
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
⑰
　
　
　
　
⑱

の
政
策
プ
ラ
ン
へ
の
復
帰
で
あ
る
と
声
明
し
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
レ
ー
ニ
ン
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ポ
ロ
ッ
ク
、
カ
ー
、
庄
野
氏
が
指
摘
レ
ヤ
、

い
る
よ
う
に
、
レ
ー
ニ
ン
は
他
方
で
こ
れ
と
は
矛
盾
す
る
一
連
の
発
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
㈲
「
我
々
は
」
共
産
主
義
へ
の
直
接
的
移

行
を
空
想
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
　
「
我
々
は
」
は
敗
北
を
蒙
り
、
ネ
ッ
プ
へ
の
「
退
却
」
を
開
始
し
た
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
一
年
一
〇
月
に
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
門
我
々
に
降
り
か
か
っ
て
き
た
軍
事
的
任
務
と
、
帝
国
主
義
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
き
に
共
和
国
の
状
態
が
絶
望
的
だ
と
思
わ
れ
た
こ
と
に
幾

分
影
響
さ
れ
て
、
…
…
我
々
は
、
共
産
主
義
的
な
生
産
と
分
配
に
直
接
移
行
す
る
こ
と
を
決
め
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
た
。
農
民
は
割
当
徴
発

に
よ
っ
て
我
々
に
必
要
な
最
の
穀
物
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
我
々
は
そ
の
穀
物
を
工
場
に
配
分
し
よ
う
。
こ
う
し
て
わ
が
圏
に
は
共
産
主

義
的
な
生
産
と
分
配
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
我
々
は
決
め
た
の
で
あ
る
。
…
…

　
国
内
戦
の
ま
っ
た
だ
な
か
で
必
要
な
建
設
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
き
、
我
々
は
こ
の
こ
と
〔
共
産
主
義
に
移
る
に
は
、
長

い
、
複
雑
な
過
渡
期
が
必
要
で
あ
る
こ
と
〕
を
い
わ
ば
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
我
々
の
新
経
済
政
策
は
、
事
実
上
は
、
我
々
が
こ
の
点
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で
酷
い
失
敗
を
し
て
、
戦
略
的
な
退
却
を
始
め
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
…
…

　
経
済
戦
線
で
我
々
が
共
産
主
義
に
移
ろ
う
と
試
み
て
一
九
一
二
年
春
に
蒙
っ
た
敗
北
は
、
…
…
〔
軍
事
戦
線
で
の
〕
ど
の
敗
北
よ
り
も
重
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
重
大
で
あ
り
、
は
る
か
に
本
質
的
で
、
危
険
で
あ
っ
た
」
。

　
庄
野
氏
は
、
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
が
コ
応
軌
道
に
乗
り
始
め
た
」
こ
ろ
現
わ
れ
て
き
た
㈲
の
系
列
の
発
雷
の
方
が
「
率
直
な
告
白
篇
で
あ
り
、

転
換
時
な
い
し
そ
の
直
後
に
強
調
さ
れ
た
㈲
の
方
は
「
転
換
時
の
状
況
を
顧
慮
し
た
『
政
治
的
』
発
言
」
で
は
な
い
か
と
推
察
し
、
さ
ら
に
㈹

の
方
が
の
ち
に
定
説
化
さ
れ
て
い
く
の
は
な
ぜ
か
と
間
う
て
、
次
の
よ
う
な
明
快
な
解
箸
を
与
え
て
い
る
。
世
界
応
命
の
展
望
が
薄
れ
る
に
つ

れ
、
農
民
と
の
協
定
と
い
う
、
社
会
主
義
革
命
勝
利
の
た
め
の
も
う
一
つ
の
条
件
が
唯
一
の
条
件
に
転
化
さ
れ
て
ゆ
き
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」

の
評
価
も
㈲
に
断
定
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
一
国
社
会
主
義
建
設
の
根
本
前
提
が
労
農
同
盟
の
強
化
と
さ
れ
る
限
り
、
労
農
同
盟
を
危
機
に
瀕
せ
し

め
た
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
諸
政
策
は
党
の
誤
り
や
失
敗
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
「
外
部
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
・
φ

　
明
快
な
解
答
で
あ
る
が
、
レ
ー
ニ
ン
の
場
合
の
み
を
取
り
出
せ
ば
、
㈲
と
㈲
と
の
強
調
点
の
移
動
の
背
後
に
は
い
ま
ひ
と
つ
複
雑
な
事
情
も

作
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
㈲
か
ら
㈲
へ
の
移
動
の
意
味
の
解
明
の
た
め
に
は
、
一
九
二
一
年
春
の
地
方
的
規
模
の
商
業
容
認
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

商
品
交
換
の
コ
ー
ス
か
ら
同
年
秋
の
売
買
の
国
家
的
規
綱
と
貨
幣
流
通
の
コ
ー
ス
へ
の
い
ま
一
歩
の
後
退
と
の
関
連
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
筆
者
の
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
レ
ー
ニ
ン
が
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
余
儀
な
く
さ
れ
た
爾
、
　
一
時
的
性
格
を
強
調
し
た
の
が
ネ
ッ
プ
（
よ
り
正
確
に
は
、
そ
の
端

緒
）
へ
の
転
換
時
点
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
、
つ
ま
り
ま
さ
に
そ
の
「
戦
時
共
産
主
義
」
期
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
転
換
前
に
彼

が
、
後
に
「
戦
時
共
産
主
義
」
と
呼
ば
れ
た
諸
政
策
を
指
し
て
、
そ
れ
は
一
時
的
応
急
策
、
正
し
い
路
線
か
ら
の
逸
脱
で
あ
る
と
明
確
に
断
言

し
た
こ
と
が
果
し
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に
、
彼
自
身
が
そ
の
「
戦
時
共
産
主
義
扁
期
に
、
共
産
主
義
へ
の
直
接
的
移
行
を
志
向
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
彼
の
内
心
が
ど
う
で
あ
れ
そ
の
よ
う
に
見
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
少
な
く
は
な
い
。
一
例
を
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あ
げ
る
な
ら
ば
、
一
九
一
九
年
三
月
、
ほ
か
な
ら
訟
ロ
シ
ア
共
産
党
新
綱
領
の
草
案
の
な
か
で
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
　
「
資
本
主
義
か
ら
共

産
主
義
へ
の
過
渡
期
の
初
期
に
は
一
挙
に
貨
幣
を
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
け
れ
ど
も
、
　
「
ロ
シ
ア
共
産
党
は
、
貨
幣
の
廃
止
を
準
備
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
最
も
急
進
的
な
諸
方
策
を
、
で
き
る
だ
け
急
速
に
実
行
す
る
よ
う
に
努
め
る
で
あ
ろ
う
」
。
貨
幣
廃
止
の
準
備
に
早
急
に
取
り
組
む
意
思
を

表
示
し
た
老
は
「
一
部
の
空
想
家
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ソ
連
で
は
、
門
脇
彰
氏
が
詳
細
か
つ
適
切
に
整
理
、
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
扁
評
価
の
再
検
討

の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
一
九
六
七
年
に
発
表
さ
れ
た
B
・
H
・
ビ
リ
ク
論
文
で
あ
る
。

　
一
九
二
一
年
秋
、
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
が
地
方
的
規
模
で
の
自
由
取
引
容
認
に
よ
る
商
晶
交
換
か
ら
さ
ら
に
退
却
し
て
普
通
の
商
業
へ
と
移
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
点
で
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
革
命
の
発
展
の
二
つ
の
理
論
的
に
可
能
な
展
望
i
ω
比
較
的
短
い
道
に
よ
る
も
の
（
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

主
義
へ
の
正
面
攻
撃
・
社
会
主
義
建
設
へ
の
直
接
的
移
行
）
、
②
非
常
に
長
い
困
難
な
道
に
よ
る
も
の
一
の
う
ち
、
　
い
ず
れ
が
優
勢
で
あ
っ

た
か
と
い
う
観
点
か
ら
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の
全
経
済
政
策
を
総
括
し
、
ネ
ッ
プ
以
前
の
全
時
期
を
全
体
と
し
て
一
つ
の
も
の
と
見
な
し
て
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
ネ
ッ
プ
に
対
置
し
た
。
ビ
リ
ク
は
こ
の
レ
ー
ニ
ン
の
総
括
か
ら
出
発
し
て
、
ω
一
〇
月
革
命
直
後
、
②
一
九
～
八
年
春
、
㈲
「
戦
時
共
産
主

義
」
の
三
つ
の
時
期
の
経
済
政
策
閥
に
継
承
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
彼
は
次
の
よ
う

に
主
張
し
て
い
る
。
　
「
戦
時
共
産
主
義
し
は
次
第
に
形
成
さ
れ
た
諸
方
策
の
体
系
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
即
ち
、
ω
全
工
業
国
有
化
、
私
的
商
業

廃
止
、
金
般
的
労
働
義
務
制
、
等
々
は
、
国
内
戦
前
に
立
案
・
実
施
さ
れ
始
め
、
国
内
戦
期
に
最
も
完
全
に
発
展
し
た
。
②
「
戦
時
共
産
主

義
」
期
に
出
て
く
る
賃
金
現
物
化
、
公
有
料
金
無
料
化
、
貨
幣
廃
止
、
等
々
も
、
イ
ン
フ
レ
激
化
だ
け
に
帰
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
私
的
商

業
廃
止
の
場
合
同
様
「
原
則
的
考
慮
扁
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
③
「
戦
時
共
慮
主
義
」
の
主
柱
と
見
な
さ
れ
て
い
る
食
糧
割
当
徴
発
も
、

一
九
一
七
年
以
後
追
求
さ
れ
て
い
た
食
糧
独
占
の
実
施
の
最
も
効
果
的
で
単
純
な
方
法
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
欧
米
で
も
P
・
C
・
ロ
バ
ー
ツ
が
一
九
七
〇
年
に
一
論
文
を
発
表
し
、
ド
ッ
ブ
等
が
主
張
し
て
き
た
通
説
を
批
判
し
て
い

る
。
彼
も
ま
た
「
戦
時
共
産
主
義
半
期
の
レ
…
ニ
ン
の
発
言
等
を
検
討
し
た
う
え
で
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
背
後
に
商
品
生
産
廃
棄
と
い
う
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マ
ル
ク
ス
主
義
の
原
則
的
立
場
、
　
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
動
機
づ
け
」
が
存
在
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ビ
リ
ク
や
ロ
バ
ー
ツ
の
よ
う
な
解
釈
は
ま
だ
少
数
意
見
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
新
し
い
」
見
解
が
少
数
意
見
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
こ
の
場
合
、
そ
れ
が
根
拠
薄
弱
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
意
味
し
て
は
い
な
い
。
従
来
の
単
純
な
解
釈
の
再
検
討
が
要
請
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
誤
解
の
な
い
よ
う
一
撃
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
こ
で
筆
者
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
　
「
戦
時
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

産
主
義
し
が
、
現
実
に
ど
の
程
度
「
共
産
主
義
」
的
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
当
時
、
共
産
主
義
へ
の
直
接
的
移
行
を
試
み
る
意

図
が
存
在
し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
政
策
の
主
観
的
意
図
と
客
観
的
意
義
は
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
通
説
に
従
う
な
ら
ば
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
背
後
に
あ
る
主
観
的
意
図
も
国
内
戦
と
経
済
崩
壊
へ
の
対
応
と
い
う
一
点
に
の
み
帰
着
せ

し
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　
「
戦
時
共
産
主
義
」
が
戦
争
に
よ
っ
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
さ
い
、
重
要
な
の
は
一

九
二
〇
年
初
頭
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
一
九
二
〇
年
齢
・
六
月
か
ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
戦
争
や
南
ロ
シ
ア
で
の
ヴ
ラ
ン
ゲ
リ
軍
と
の
戦
闘
が
始

ま
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
存
在
そ
の
も
の
を
脅
か
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
一
九
二
学
年
初
頭
に
明

確
に
予
測
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
初
頭
ま
で
に
反
革
命
軍
と
の
汁
注
は
、
赤
軍
の
勝
利
の
う
ち
に
基
本
的
に
終
了
し

　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
二
月
二
日
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
自
身
が
次
の
よ
う
に
演
説
し
て
い
る
。
　
「
我
々
は
戦
争
の
任
務
を
、
ま
だ
完
遂
こ
そ
し
て
い
な
い

が
、
大
体
に
臥
4
6
い
て
そ
れ
を
つ
い
先
ご
ろ
解
決
し
た
ば
か
り
で
あ
る
」
。
軍
事
態
勢
は
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
「
そ
れ
と
同
時
に
国
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

体
を
他
の
軌
道
に
移
し
、
全
機
構
を
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

　
共
和
国
の
全
機
構
は
、
平
和
的
経
済
建
設
と
い
う
軌
道
に
転
換
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
さ
い
平
和
的
建
設
に
適
用
さ

れ
る
べ
き
方
法
は
、
軍
事
的
方
法
で
あ
っ
た
。
　
「
軍
事
的
建
設
で
発
揮
さ
れ
た
す
べ
て
の
軍
事
力
は
、
こ
の
新
し
い
軌
道
に
投
じ
ら
れ
な
け
れ

　
　
　
　
⑳

ぱ
な
ら
な
い
」
。
労
働
義
務
と
労
働
軍
に
つ
い
て
の
考
え
が
、
大
衆
の
な
か
に
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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こ
の
方
策
は
、
レ
ー
ニ
ン
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
当
時
の
状
況
（
飢
え
、
寒
さ
、
窮
乏
）
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
彼
は
そ
れ
を
一
時
的
な
も
の
と
宣
書
し
な
か
っ
た
し
、
正
し
い
路
線
か
ら
の
逸
脱
と
も
呼
ば
な
か
っ
た
。
逆
に
、
彼
は
属
じ
演
説
の

な
か
で
「
戦
時
共
産
主
義
偏
の
重
要
な
柱
で
あ
る
食
糧
割
当
微
発
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
穀
物
が
「
資
本
主
義
十
方
法
に
よ
っ

て
で
は
な
く
社
会
主
義
的
方
法
に
よ
っ
て
、
自
由
市
場
で
の
売
買
に
よ
っ
て
で
は
な
く
公
定
価
格
に
よ
っ
て
、
農
民
の
あ
い
だ
で
の
割
当
徴
発

に
よ
っ
て
集
め
」
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
　
「
こ
れ
は
我
々
が
自
分
の
進
路
を
見
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
我
々
は
こ
の
進
路
が
正
し
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
、
そ
こ
か
ら
眩
大
な
経
済
建
設
を
保
障
す
る
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
る
可
能
性
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
⑳

確
信
し
て
い
る
」
。

　
　
　
　
　
　
⑫

　
周
知
の
よ
う
に
、
同
じ
二
月
に
、
農
民
の
不
満
を
察
知
し
食
糧
問
題
の
前
途
を
憂
慮
し
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
、
党
中
央
委
員
会
に
対
し
、
ご
く

慎
重
な
い
い
ま
わ
し
な
が
ら
も
、
ω
余
事
徴
発
を
累
進
的
な
現
物
税
に
代
え
る
こ
と
、
②
農
民
と
の
商
品
交
換
を
郷
や
村
単
位
ば
か
り
で
な
く

戸
戸
単
位
で
行
な
う
こ
と
、
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
は
ネ
ッ
プ
へ
の
方
向
を
漠
然
と
示
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
時
点
で
は
レ
…
ニ
ン
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
断
固
た
る
反
対
に
会
い
、
　
「
自
由
商
業
論
」
と
し
て
非
難
さ
れ
、
一
一
票
対
四
票
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
が
全
党
的
規
模
で
討
議

さ
れ
た
痕
跡
は
ま
・
た
姦
恥

　
翌
三
月
に
は
第
九
回
党
大
会
が
開
か
れ
た
。
国
の
状
況
と
党
が
行
な
う
べ
き
任
務
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
開
会
の
辞
の
な
か
で
、

前
途
に
控
え
て
い
る
経
済
建
設
が
困
難
で
複
雑
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
い
ま
や
我
々
は
…
…
平
和

的
経
済
建
設
と
い
う
当
面
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
国
際
関
係
で
は
、
我
々
の
地
位
が
い
ま
ほ
ど
有
利
で
あ
っ
た
こ
と

は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
」
。
従
っ
て
こ
れ
ま
で
の
「
戦
時
共
産
主
義
」
的
諸
方
策
は
放
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
i
と
は
レ
ー
ニ
ン
は
い

わ
な
か
っ
た
。
ま
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
も
、
彼
が
の
ち
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
食
糧
税
の
問
題
を
大
会
に
「
持
ち
込
ま
な
か
っ
た
」
。
第
九
回
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

大
会
は
「
何
か
ら
何
ま
で
戦
時
共
産
主
義
の
標
章
ず
く
め
で
運
営
さ
れ
た
の
だ
っ
た
」
。

　
レ
ー
ニ
ン
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
こ
の
大
会
で
、
平
和
的
経
済
建
設
に
、
や
は
り
軍
事
的
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
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⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

具
体
的
現
わ
れ
は
、
労
働
の
軍
隊
化
の
推
進
と
工
業
管
理
に
お
け
る
単
独
責
任
制
の
確
立
で
あ
る
。
主
と
し
て
労
働
組
合
の
側
か
ら
の
強
力
な

反
対
が
斥
け
ら
れ
、
こ
の
二
つ
の
方
策
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
の
は
、
国
内
戦
が
ソ
ヴ
ェ
ト
側
の
勝
利
の
う
ち
に
終
結
し
て
い
た
一
九
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
初
頭
の
こ
の
第
九
回
党
大
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
ド
イ
ツ
人
学
者
ポ
ロ
ッ
ク
は
一
九
二
〇
年
一
月
か
ら
一
＝
年
三
月
ま
で
の
時
期
を
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
第
三
段
階
と
名
づ
け
、
　
二
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

○
年
を
通
じ
、
人
々
は
、
単
一
の
計
画
に
基
づ
い
て
指
導
さ
れ
る
、
市
場
な
し
の
集
中
的
管
理
経
済
を
構
築
す
べ
く
未
聞
の
努
力
を
し
た
」
と

書
い
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
一
九
二
〇
年
に
採
ら
れ
た
経
済
的
諸
措
置
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
第
九
圓
党
大
会
で
は
、
労
働
の
軍
隊
化
と
工
業
管
理
の
単
独
責
任
制
が
、
レ
ー
ニ
ン
と
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ

の
も
と
に
最
終
的
に
確
定
さ
れ
た
。
他
方
、
工
業
国
有
化
は
一
九
二
〇
年
に
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
五
月
に
は
家
内
工
業
総
管
理
局
が
設
置
さ

れ
、
九
月
に
は
手
工
業
と
圏
有
化
さ
れ
て
い
な
い
工
業
の
統
制
に
関
す
る
指
令
が
出
さ
れ
た
。
一
一
月
末
に
は
一
定
規
模
以
上
の
小
企
業
を
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

べ
て
國
有
化
す
る
と
い
う
決
定
が
最
高
国
民
経
済
会
議
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
。
国
有
化
さ
れ
た
企
業
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
過

度
の
集
中
に
対
す
る
反
省
も
起
き
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
工
業
の
国
有
化
と
中
央
集
中
化
の
傾
向
は
明
瞭
に
看
取
さ

れ
る
。

　
他
方
、
市
場
禁
圧
の
法
律
も
一
九
二
〇
年
を
通
じ
ま
す
ま
す
厳
し
く
適
用
さ
れ
た
。
一
〇
月
に
は
水
道
・
電
気
・
運
輸
等
の
公
共
料
金
の
無

料
化
の
た
め
の
規
則
の
作
成
が
指
令
さ
れ
た
。
一
工
月
初
め
に
は
配
給
食
糧
に
対
す
る
支
払
い
が
全
廃
さ
れ
、
ま
た
同
月
末
に
は
国
営
企
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

労
働
者
と
職
員
に
燃
料
が
無
料
で
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
成
功
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
国
家
が
一
般
市
民
に
供
給
で
き
る
消
費
物
資
は
、
彼
ら
の
必
要
と
す
る
消
費

物
資
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
流
通
の
「
非
合
法
」
部
分
（
闇
市
場
）
は
、
禁
圧
さ
れ
な
が
ら
も
消
滅
す
る
こ
と
な
く
絶
え
ず
「
合
法
」
部

分
を
脅
か
し
、
そ
れ
を
併
呑
し
よ
う
と
し
た
。
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
も
し
ば
し
ば
そ
れ
を
黙
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
場

を
禁
圧
し
よ
う
と
す
る
国
家
の
側
の
意
図
・
願
望
は
確
認
で
き
る
。
共
産
党
は
資
本
主
義
体
制
の
復
活
の
芽
を
摘
み
取
る
よ
う
努
め
て
い
た
。
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一
九
二
〇
年
四
月
に
レ
ー
ニ
ン
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
　
「
自
由
市
場
で
の
穀
物
の
販
売
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
、
担
ぎ
屋
商
売
、
投
機
は
商
品
経

済
の
復
活
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
資
本
主
義
の
復
活
で
あ
る
。
…
…
農
民
は
引
き
つ
づ
き
自
己
の
生
産
の
所
有
者
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

が
打
倒
さ
れ
た
の
ち
も
、
彼
ら
は
新
し
い
資
本
主
義
的
諸
関
係
を
生
み
出
し
た
し
、
い
ま
も
生
み
出
し
て
い
る
。
…
…
我
々
は
階
級
闘
争
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
っ
て
お
り
、
我
々
の
目
標
は
階
級
を
廃
絶
す
る
こ
と
に
あ
る
」
。

　
農
業
政
策
に
匿
を
向
け
よ
う
。
こ
れ
こ
そ
「
戦
時
共
蕨
主
義
」
の
最
大
の
問
題
点
で
あ
っ
た
。
革
命
後
農
業
生
塵
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ

㎏
・
そ
の
原
因
は
い
ろ
か
あ
げ
ら
れ
よ
う
・
大
戦
中
か
ら
の
・
兵
員
徴
集
に
よ
る
労
働
力
歪
・
肥
料
不
星
耕
作
用
具
の
破
損
・
農
民
革

命
に
よ
る
中
農
増
大
の
結
果
と
し
て
の
自
家
消
費
用
作
物
の
増
大
と
商
品
用
作
物
の
減
少
。
一
九
二
〇
～
二
一
年
の
凶
作
。
し
か
し
な
が
ら
農

業
生
産
低
下
の
最
大
の
原
因
は
、
農
民
が
生
産
を
拡
大
す
る
動
機
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
公
定
価
格
制
は

維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
貨
幣
は
そ
の
価
値
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。
穀
物
と
の
交
換
に
あ
て
ら
れ
る
べ
き
工
業
製
品
は
、
工
業
生
産
の
低
下
の
た

め
に
極
度
に
不
足
し
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
工
業
製
品
は
、
穀
物
を
生
産
し
な
い
貧
農
へ
と
、
ま
た
大
都
市
に
近
い
穀
物
消
費
県
へ
と
流
れ
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
他
方
、
余
剰
穀
物
を
わ
ず
か
な
量
で
も
隠
匿
し
て
い
る
農
民
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の
側
か
ら
「
富
農
」
の
烙
印
を
押
さ
れ
か

ね
な
か
っ
た
。
従
っ
て
農
民
に
は
生
産
を
拡
大
す
る
意
欲
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
農
業
生
産
力
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

穀
物
調
達
量
は
年
ご
と
に
倍
増
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
農
民
か
ら
の
強
制
的
微
発
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
と
農
罠
と
の
対
立
は
、
地
主
復
帰
の
脅
威
が
消
滅
し
た
一
九
二
〇
年
の
夏
以
後
、
特
に
翌
年
に
か
け
て
の
冬
に
、
公
然
た
る

衝
突
に
転
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
共
産
党
中
央
が
農
民
の
不
満
を
充
分
に
把
握
し
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。
む
し
ろ
一
九
二
〇
年
後

半
に
共
産
党
を
引
き
つ
け
て
い
た
の
は
、
農
業
の
分
野
で
も
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
継
続
と
強
化
の
思
想
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
農
業
へ
の
国

家
の
干
渉
の
一
層
の
強
化
、
農
昆
の
生
産
生
活
へ
の
国
家
規
制
の
強
化
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
こ
の
構
想
は
一
九
二
〇
年
老
か
ら
H
・
オ
シ
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
印
版
物
の
な
か
で
積
極
的
に
宣
伝
さ
れ
た
。
彼
は
ま
ず
、
農
民
の
も
と
で

は
「
彼
の
個
人
的
消
費
基
準
と
彼
の
経
営
の
必
要
を
越
え
る
農
作
物
の
生
産
」
へ
の
刺
激
が
凋
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
農
業
危
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機
の
実
在
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
低
下
し
た
農
業
生
産
を
向
上
さ
せ
る
も
の
と
し
て
彼
が
提
案
し
た
方
策
は
、
勤
勉
な
経
営
主
に
依
拠
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
ら
「
国
家
的
規
欄
の
諸
縁
彊
に
よ
っ
て
凋
ん
だ
刺
激
を
補
充
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
方
、
彼
は
食
糧
税
導
入
と
い
う
い
ま
一
つ
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
…
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

れ
う
る
解
決
策
を
、
富
農
へ
の
コ
ー
ス
、
　
「
部
分
的
と
は
い
え
自
由
取
引
の
復
活
」
へ
の
コ
ー
ス
と
し
て
非
難
し
た
。
彼
の
見
解
は
、
他
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

く
の
農
業
専
門
家
、
活
動
家
、
と
り
わ
け
食
糧
人
民
委
貫
部
の
活
動
家
た
ち
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。

　
国
家
的
規
制
の
措
置
の
う
ち
で
最
も
重
要
な
も
の
は
国
家
に
よ
る
種
子
再
分
配
と
播
種
強
制
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
二
〇
年
の
秋
播
き
に

さ
い
し
善
干
の
県
で
す
で
髪
施
さ
れ
て
い
た
と
い
聴
農
量
産
の
国
家
規
欄
の
構
想
は
一
九
二
〇
年
に
何
の
脈
絡
も
な
し
に
突
然
提
起

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
路
線
の
な
か
か
ら
必
然
的
に
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
構
想
は

一
九
二
〇
年
末
に
は
む
ろ
ん
優
勢
し
で
あ
愚
・
確
か
に
党
員
の
な
か
に
は
・
別
の
見
解
を
持
・
て
い
た
嘗
い
た
・
ず
・
〒
フ
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

國
家
の
穀
物
独
占
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
割
当
徴
発
を
累
進
的
に
代
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
人
々
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
主
張
が
「
自
由
取
引
の
復
活
」
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
反
駁
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

　
農
業
の
国
家
規
制
の
強
化
の
構
想
が
全
国
的
規
模
の
法
令
に
具
体
化
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
末
の
第
八
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
に
お

い
て
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
大
会
で
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
や
エ
ス
エ
ル
の
代
表
た
ち
か
ら
共
産
党
の
「
強
制
に
基
づ
く
食
糧
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

策
偏
へ
の
厳
し
い
批
判
が
な
さ
れ
、
割
当
徴
発
を
税
に
代
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
共
産
党
の
側
は
農
業
の
国
家
規
制
強
化
の

方
針
一
本
で
ま
と
ま
っ
て
い
た
。
大
会
で
採
択
さ
れ
た
布
告
は
、
　
「
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
は
、
新
た
に
自
己
の
主
要
な
注
意
を
平
和
的
建
設
に
、
そ

し
て
ま
ず
第
一
に
農
民
農
業
の
強
化
と
発
展
に
向
け
る
」
と
述
べ
た
の
ち
、
　
「
農
民
住
民
が
大
き
な
圏
家
的
義
務
に
よ
っ
て
農
業
を
正
し
く
営

む
べ
き
こ
と
」
を
宣
言
し
た
。
県
・
郡
・
郷
で
の
農
業
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
指
導
の
た
め
に
播
種
委
員
会
が
、
ま
た
村
ソ
ヴ
ェ
ト
の
も
と
に
農
業

生
産
改
善
に
つ
い
て
の
農
民
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
農
民
の
個
人
的
な
種
子
の
た
く
わ
え
は
、
全
国
家
的
種
子
の
フ
ォ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　
第
八
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
共
産
党
は
農
業
生
産
の
刺
激
と
い
う
問
題
に
真
剣
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
割
当
徴
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発
は
何
ら
手
を
つ
け
ら
れ
ず
、
生
産
の
刺
激
を
与
え
る
べ
き
措
置
は
、
生
産
に
対
す
る
国
家
規
制
の
強
化
、
即
ち
こ
こ
で
も
「
戦
時
共
産
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

義
」
の
強
化
と
い
う
か
た
ち
で
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
カ
；
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
依
然
と
し
て
極
め
て
都
市
的
な
考
え
方
」
に
基
づ
い

て
い
た
。
農
民
は
こ
の
よ
う
な
方
策
を
受
け
容
れ
は
し
な
か
っ
た
。

①
レ
ー
ニ
ン
は
、
こ
の
大
会
で
は
ま
だ
「
戦
時
共
産
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

　
て
い
な
か
っ
た
。
使
い
始
め
た
の
は
こ
の
大
会
の
薩
後
で
あ
る
。

②
ゆ
」
、
ド
浮
票
写
鵠
。
翻
界
8
9
．
8
畷
こ
↓
．
鼻
ρ
o
↓
ワ
刈
ρ
こ
れ
は
第
五
版
。
第

　
四
版
の
該
当
箇
所
の
邦
訳
は
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
、
大
月
門
店
（
以
下
単
に
『
全

　
集
』
と
略
す
）
第
三
二
巻
二
四
六
買
。
た
だ
し
以
下
の
引
用
に
さ
い
し
て
我
流
に

　
直
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

③
　
じ
ご
．
写
』
⑦
碧
海
｛
．
コ
。
慧
．
8
0
掌
8
4
‘
↓
●
心
G
。
”
8
7
b
。
緊
。
ρ
『
全
集
』
、
第
竺
二
巻
、

　
三
穴
九
頁
。
た
だ
し
レ
ー
ニ
ン
は
こ
こ
で
は
特
に
食
糧
割
当
徴
発
を
念
頭
に
お
い
「

　
て
い
る
。

④
　
庄
野
前
掲
論
文
、
三
一
一
三
二
頁
。

⑤
丼
じ
d
■
O
ヨ
≧
鍔
∩
O
”
r
↓
」
押
3
）
・
目
悉
■
邦
訳
『
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
』
、
大
月

　
書
店
、
第
一
一
巻
、
　
…
穴
八
頁
。

⑥
F
・
ポ
ロ
ッ
ク
の
研
究
書
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
二
九
年
ま
で
に
は
、
「
戦
争
に

　
よ
っ
て
押
し
つ
け
ら
れ
た
一
時
的
方
策
」
と
い
う
解
釈
の
方
が
「
公
認
の
戦
時
共

　
産
主
義
理
論
」
と
な
っ
て
い
た
（
男
・
勺
。
＝
o
o
ぎ
b
磁
黛
ミ
§
帖
ミ
防
轟
ヘ
ミ
暮
§

　
嵩
這
竃
富
§
鞠
ミ
恥
。
ξ
§
輔
§
焼
§
㌧
遣
嵐
N
よ
℃
N
N
．
U
o
首
臥
α
q
し
㊤
b
。
P
ω
」
O
O
）
。

⑦
霞
。
↓
o
や
段
切
踵
轟
く
コ
（
α
γ
【
ε
雪
深
刷
轟
δ
、
で
ρ
ン
ご
6
。
。
o
。
．
∩
↓
窄
卜
。
H
P
最
近
の
邦
訳

　
と
し
て
、
『
ソ
連
共
産
党
（
ボ
）
歴
山
人
』
、
東
方
粛
店
、
一
九
七
一
年
、
三
六
二
頁
。

⑧
勝
。
き
已
鎚
8
c
。
o
↓
Ω
（
琶
ψ
＝
暑
釜
自
賃
【
ヨ
’
コ
Φ
冨
o
o
刷
一
場
‘
↓
・
這
弘
8
G
。
讐
。
壱
．

　
ω
“
①
■

　
　
さ
ら
に
筆
者
A
・
ア
イ
ヘ
ン
ヴ
7
リ
ト
は
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
が
ロ
シ
ア
資

　
本
主
義
を
排
除
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
に
「
管
制
高
地
」
を
渡
し
、
そ
れ

　
に
よ
っ
て
「
ネ
ッ
プ
を
可
能
に
し
た
」
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
　
（
越
と
叉
ρ
〔
壱
．

　
ω
c
。
O
）
。

⑨
ゆ
O
ω
冒
ゆ
6
℃
g
｝
闘
援
‘
↓
．
。
。
■
同
ゆ
9
自
マ
晶
。
。
晶
ム
。
。
O
●

⑩
切
6
ρ
な
㊦
↓
ぴ
。
嗣
【
銘
‘
↓
．
c
。
’
日
㊤
斧
∩
壱
’
b
。
ミ
凸
膳
。
。
．

　
　
該
帥
碁
凶
8
器
ぎ
【
（
塁
ω
貰
巽
き
類
賃
＝
節
ぞ
⑦
↓
ぴ
。
一
一
鐸
二
↓
噛
b
。
し
8
。
。
も
同
様
。

　
た
だ
し
『
ソ
ヴ
ェ
ト
歴
史
百
科
事
典
』
∩
O
じ
・
曽
突
三
遷
↓
O
「
｝
三
①
突
鉛
凶
墜
量
吾
O
－

　
器
≧
骨
↓
．
ω
．
お
①
も
。
．
は
通
説
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
や
や
異
な
っ
た
扱
い
を
見

　
せ
て
い
る
（
執
筆
者
は
、
盟
．
6
・
ベ
ル
ヒ
ソ
）
。

⑪
9
φ
づ
①
塁
＝
霧
噂
瓢
O
づ
（
特
に
。
壱
減
O
）
脚
写
〉
㍉
き
湊
。
じ
σ
．
O
毒
喫
鵠
8
器
↓
？

　
M
6
雛
。
剛
§
δ
7
凶
美
鵠
’
一
〇
ミ
占
㊤
卜
。
ρ
零
㍉
㊤
㎝
①
（
。
壱
』
O
？
b
。
O
。
。
）
“
戸
〉
’
切
鴛
器
皇
ド

　
9
①
吾
ぎ
一
【
。
8
℃
§
図
。
ω
邑
ざ
露
。
謹
。
『
o
。
も
9
凶
↓
。
き
。
き
鋒
口
9
哨
δ
誉
門
ヨ
｝
蚤
学

　
養
§
；
。
噛
ぎ
♂
審
噛
6
鵯
（
∩
ゼ
■
恕
）
鴨
客
＝
＝
（
零
8
署
一
・
望
剛
§
．
。
9
肖
‘
（
3
で
。

　
①
c
。
）
嚇
。
峠
ρ

⑫
峯
U
o
σ
ダ
い
§
ミ
肉
8
嵩
§
§
b
き
ミ
竜
ミ
§
馬
憲
§
遣
嵐
N
層
巨
。
民
。
戸

　
H
㊤
盟
（
貯
。
・
酔
宅
窪
。
。
冨
畠
ド
。
幽
。
。
）
も
や
誌
。
山
帥
・
。
．
野
々
村
訳
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ト

　
経
済
史
』
、
上
、
新
評
論
社
、
一
九
五
六
年
、
一
六
一
一
　
六
五
頁
。

⑬
木
原
正
雄
『
ソ
連
邦
の
社
会
主
義
経
済
』
、
法
律
文
化
社
、
一
九
｛
会
年
、
五

　
ニ
ー
五
穴
山
。
副
島
種
典
編
問
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
の
歴
史
と
理
論
』
、
日
本
評
論
社
、

　
…
九
穴
三
年
、
一
二
…
三
一
頁
。
木
原
・
長
砂
編
『
現
代
社
会
主
義
経
済
論
』
、

　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
九
年
、
一
〇
1
一
二
頁
。
等
々
。

⑭
く
■
o
。
震
α
q
ρ
ミ
鳳
ミ
。
ミ
偽
軋
、
§
嵐
8
、
ミ
§
ミ
ミ
憶
馬
糞
8
賊
乱
ミ
が
勺
㊤
密
レ
O
窃
H
冒

　
や
路
O
・
山
路
・
浜
田
訳
『
…
革
命
家
の
回
想
』
、
上
、
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
〇
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年
、
　
一
論
ハ
一
篇
百
ハ
。

⑮
例
え
ば
、
A
・
B
・
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
…
は
一
九
　
二
年
末
に
こ
う
書
い
て
い

　
る
。
　
「
何
よ
り
も
先
に
我
々
の
理
想
を
完
全
に
宣
言
し
、
我
々
に
適
さ
な
い
も
の

　
を
仮
借
な
く
粉
砕
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
中
途
半
端
な
措
概
と
か
発
展
段
階
と
か

　
理
想
に
一
歩
｝
歩
近
づ
く
こ
と
と
か
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
合
蒔
は
隔
難
で
あ
っ

　
た
」
。
M
・
H
・
ボ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
も
一
九
二
二
年
に
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
「
軍
事
戦
線
で
輝
か
し
く
成
功
し
た
よ
う
に
、
国
巡
教
育
で
も
国
畏
経
済
で
も
成

　
功
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
た
。
…
…
我
々
は
こ
の
共
産
主
義
に
非
常
に
近

　
い
と
こ
ろ
に
い
る
、
1
我
々
に
は
こ
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
」
。

　
　
以
上
し
σ
9
鶯
．
窃
雪
気
界
G
σ
．
耳
目
⑦
｝
出
養
。
蔓
員
＝
o
。
遷
隅
一
器
℃
肖
δ
毎
【
ω
屋
鴇
ロ

　
お
ミ
ム
8
一
3
＝
o
国
o
c
・
8
0
↓
㊦
｝
（
葛
塁
■
《
寓
∩
↓
8
薫
①
∩
至
㊦
器
霞
n
同
窪
y
↓
■

　
。
。
O
し
Φ
Φ
N
o
も
．
ド
鰺
か
ら
再
引
用
。

　
　
ま
た
開
，
閏
■
c
σ
塁
①
竃
…
o
切
（
じ
口
O
旨
ぴ
∩
困
ハ
＝
帥
）
」
F
δ
塁
鵠
輿
9
δ
字
ヨ
港
9
（
養
き
」
霞
↓
三
塗

　
＝
閑
℃
＝
ω
＝
o
岩
℃
目
≡
一
コ
0
9
①
9
軍
門
↓
一
【
謡
。
霞
蕾
麟
噸
国
。
＜
霞
圃
コ
ω
臨
け
可
算
。
昌
℃
お
q
。
切
噂

　
。
D
欝
艮
霞
ρ
お
謡
噛
n
↓
P
N
。
。
－
“
。
㊤
参
照
。

⑯
勺
。
ぎ
。
口
唱
．
ミ
‘
。
。
。
δ
戸
臨
．

⑰
9
三
訂
．
ミ
．
■
＜
o
門
N
唱
℃
・
“
。
胡
も
刈
9
邦
訳
前
掲
書
、
第
二
巻
、
二
〇
七

　
一
二
〇
八
頁
。

⑱
庄
野
前
掲
論
文
、
三
一
－
三
二
頁
。

⑲
し
。
・
【
、
ド
㍉
堅
養
コ
。
自
．
8
0
℃
’
8
～
↓
。
糞
〔
壱
」
零
－
嶺
ρ
『
全
集
』
、
第
三

　
三
巻
、
四
九
一
五
一
頁
。
ポ
ロ
ッ
ク
は
こ
ち
ら
の
方
の
解
釈
に
同
意
し
て
い
る

　
（
℃
o
＝
o
。
ぎ
愚
．
ミ
‘
o
o
レ
O
卜
。
）
。

⑳
庄
野
前
掲
論
文
、
三
二
⊥
二
三
買
。

⑳
じ
ロ
・
翠
』
。
＝
唱
≡
9
ロ
。
奮
・
8
9
．
8
～
↓
’
ら
。
。
。
層
自
や
ち
ρ
旨
b
。
．
『
全
集
』
、
第
二

　
九
巻
、
一
〇
一
、
＝
コ
ニ
頁
。
な
お
こ
の
一
節
は
若
干
の
修
正
を
経
た
の
ち
党
綱

　
領
の
な
か
に
収
め
ら
れ
た
（
9
闇
」
（
コ
∩
O
じ
コ
唱
。
ω
o
謡
9
径
勇
一
剛
℃
o
E
Φ
善
美
∩
嗣
・
o
甲

　
巷
罵
＝
§
弓
9
窪
琶
同
＝
＝
謹
0
5
．
字
δ
目
語
（
層
↓
■
島
。
’
ン
こ
お
刈
O
曹
。
壱
鴫
ま
）
。

＠
　
門
脇
前
掲
論
文
。

⑳
し
σ
．
箪
切
∈
叩
箸
．
引
写
鮮
6
雷
き
国
，

＠
　

一
九
二
一
年
～
O
l
一
一
月
の
彼
の
一
連
の
著
作
・
演
説
、
特
に
匂
尊
．
鵠
．
蕊
。
剛
幽
歪
。

　
コ
。
舞
．
8
9
■
8
‘
‘
β
瞳
隔
∩
壱
．
お
刈
讐
b
。
器
■
『
全
集
』
、
第
三
三
巻
、
七
四
、

　
一
〇
〇
頁
。
な
お
、
じ
σ
’
写
望
≧
巽
・
二
七
ω
・
臼
㊤
亭
誇
2
℃
」
b
。
ρ
口
や
開
藷
H
参

　
照
。
ま
た
、
一
九
一
八
年
春
の
政
策
プ
ラ
ン
（
圏
家
資
本
主
汎
論
）
と
ネ
ッ
プ
と

　
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
∩
ζ
切
コ
・
箪
隠
窪
票
・
コ
。
自
・
8
9
・
8
～
ゴ
濠
・
o
弓
・

　
一
㊤
り
l
b
Ω
O
O
●
『
全
集
』
、
第
　
二
一
二
巻
、
　
口
占
凡
百
ハ
。

⑳
や
ρ
男
。
ぴ
①
答
。
・
、
、
．
、
毒
貧
9
旨
臼
薯
尻
ヨ
．
．
”
｝
図
①
ゐ
釜
巨
言
鋤
8
、
り

　
鍵
き
鳶
物
塁
執
§
り
黒
き
一
塁
ρ
℃
や
8
Q
。
占
①
H
．

⑳
　
こ
の
よ
う
な
見
解
は
「
戦
時
共
産
主
義
」
当
時
は
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
後
も

　
暫
階
保
持
さ
れ
て
い
た
。

⑰
　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
経
済
学
者
ク
リ
ッ
ツ
マ
ン
は
「
戦
雲
共
産
主
義
」
の
社
会
主
義
的

　
性
格
を
非
常
に
強
調
し
た
が
Q
ド
剛
く
唱
｝
三
遺
漏
弓
。
℃
9
【
冷
n
同
自
跡
需
で
剛
δ
鎖
じ
ご
①
§
幽
尉
6
欝

　
℃
矯
o
o
M
8
鈴
℃
雷
。
謡
。
ξ
剛
【
閏
■
寓
二
ゆ
↓
o
勺
。
ゆ
刷
剛
ω
沖
り
H
り
b
二
㎝
層
。
弓
℃
・
①
O
一
【
9
■
）
、
ポ
鐸
ッ

　
ク
は
こ
れ
に
は
疑
問
を
垂
し
て
い
る
。
（
℃
o
＝
o
o
ぎ
愚
・
ミ
こ
ω
・
8
｛
）

⑳
　
一
九
一
九
年
一
二
月
に
は
コ
ル
チ
ャ
…
ク
が
逮
捕
さ
れ
、
二
〇
年
一
月
に
は
連

　
合
国
が
封
鎖
を
解
除
し
た
。
極
東
で
の
戦
闘
は
つ
づ
い
て
い
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
の

　
反
革
命
軍
は
壊
減
し
て
い
た
。

㊥
　
匂
ご
■
峯
』
空
［
5
8
9
■
8
・
肖
‘
↓
，
き
曽
。
壱
．
ド
忠
占
O
㎝
．
『
全
集
』
、
第
三
〇
巻
、

　
一
…
＝
二
六
－
一
一
＝
二
七
冨
ハ
。

⑳
↓
羨
渓
p
。
↓
や
戸
O
①
占
O
メ
同
右
、
三
三
九
頁
。
　
　
　
　
　
㌧

⑳
↓
掌
＝
器
’
自
ワ
お
①
．
同
右
、
三
三
八
－
三
三
九
頁
。

㊥
　
こ
れ
は
囹
娼
U
Φ
暮
的
。
げ
①
斜
瞬
5
自
己
、
雪
ぎ
馬
鼠
§
罵
劃
§
ミ
絡
8
鉛
N
も
一
㎏
℃
N
が

　
い
。
註
。
ロ
℃
や
お
？
お
8
田
中
・
橋
本
・
山
藤
訳
『
武
装
せ
る
予
言
者
・
ト
ロ

　
ツ
キ
ー
駈
、
漸
潮
社
、
　
一
九
六
四
年
、
五
一
五
－
五
＝
ハ
頁
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら

　
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
邦
訳
で
は
℃
o
霧
窪
四
貫
ざ
℃
魯
雪
9
が
「
貧
斐
」
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ネップへの転換局面（尼川）

　
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
（
五
　
五
頁
）
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
が
こ
こ
で
念
頭
に
お
い
て
い

　
た
の
は
貧
農
で
は
な
い
。

⑯
　
提
案
の
全
文
は
㍉
囲
．
↓
や
。
長
【
一
画
∩
o
‘
‘
↓
・
×
タ
∩
o
器
↓
o
羅
識
℃
曾
肖
曼
α
自
否
＝

　
答
箋
筒
鎚
膏
霞
器
6
剛
（
咽
【
灘
7
【
＝
℃
．
春
n
↓
『
』
’
門
窟
躍
｛
誉
零
［
∩
銘
・
コ
。
ぎ
ρ
三
噛
』
‘
一
〇
昏
。
押

　
o
弓
噂
㎝
繋
ふ
、
謀
辱

⑭
×
6
ゴ
①
駕
〔
呂
㌧
o
↓
℃
。
ω
α
b
◎
…
〔
。
。
〕
卿
。
↓
℃
馳
Q
。
畠
1
ω
切
O
で
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
発
言
。

　
な
お
×
学
会
脚
B
〕
層
自
唱
9
。
。
命
二
一
畢
悉
と
×
。
露
碧
〔
ω
〕
曹
。
↓
や
。
。
。
。
。
。
”
巷
唄
ヨ
凸

　
謀
P
に
は
対
照
的
な
注
釈
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
冒
・
遍
糧
O
諾
評
ざ
》
齋
鼠
や
踏
固
晴

　
勺
鴛
β
同
㊤
。
。
ρ
℃
・
H
Q
。
O
．
栗
田
・
渋
沢
・
他
訳
『
わ
が
生
涯
』
、
現
代
思
潮
社
、
　
｝

　
九
六
六
年
、
八
三
四
頁
、
参
照
。

⑯
〉
×
。
♂
ゆ
聲
〔
N
〕
噛
。
弓
．
ω
認
一
〔
。
。
）
曜
自
”
’
誤
9
の
露
α
α
ρ
愚
’
ミ
こ
づ
．
H
。
。
ど
邦

　
訳
轟
肘
掲
書
、
上
、
　
一
六
五
百
ハ
。

（
⑯
　
o
」
．
箪
翻
窪
量
．
口
。
葺
◆
8
α
唱
。
8
・
【
‘
，
駆
ρ
。
愚
．
蕊
伊
『
全
集
』
、
第
三
〇
巻
、

　
四
五
穴
頁
。

⑳
日
δ
冨
謝
ざ
愚
。
ミ
‘
や
一
〇
。
O
．
邦
訳
前
掲
書
、
八
三
四
頁
。

⑱
　
即
ち
、
軍
隊
の
経
済
戦
線
へ
の
転
用
、
全
般
的
労
働
義
務
制
の
実
施
、
労
働
規

　
律
の
強
化
。

⑲
　
従
来
は
合
議
制
で
あ
っ
た
。

⑳
　
　
「
経
済
建
設
の
当
両
の
任
務
に
つ
い
て
」
の
大
会
決
議
全
文
は
X
コ
∩
O
・
・
で
？

　
ω
o
』
δ
長
銀
霞
窟
日
⑦
窪
謹
読
n
器
駕
。
。
・
讐
蓉
脳
唇
8
①
ξ
【
欝
二
護
。
越
ン
δ
じ
5
駐
く
「
↓
マ
b
。
’

　
該
こ
ト
O
刈
ρ
o
弓
．
嶺
O
占
設
に
あ
る
。

⑪
勺
。
ぎ
。
ぎ
魯
。
ミ
■
層
ψ
q
①
．

＠
き
ミ
層
ω
。
①
黛
…
O
霞
さ
曇
声
、
9
．
＜
。
ド
・
。
も
や
H
唱
占
“
。
。
．
邦
訳
前
掲
書
、
第

　
二
巻
、
【
三
二
一
　
三
三
頁
。

⑬
　
薫
り
㊦
毛
錠
門
違
S
。
ミ
認
識
ミ
画
躊
馬
ぎ
q
の
砺
拍
遣
N
N
農
£
鈎
い
。
邑
o
P

　
H
8
ρ
》
℃
℃
Φ
a
錠
目
押
U
8
H
①
o
ω
陶
○
巳
ぎ
窪
8
。
・
℃
㊤
邑
ぢ
ω
け
2
。
謡
。
房
8
－

　
蓉
①
ヨ
写
σ
q
い
筈
。
霞
曽
累
。
ω
●
ト
。
。
ρ
呼
Q
。
も
。
…
勺
。
一
一
〇
〇
ぎ
魯
．
ミ
‘
ω
．
ざ
…
O
甲
匿
曽

　
号
噂
偽
驚
．
、
〈
O
ゼ
b
二
．
唱
●
b
り
Φ
轡
邦
訳
順
義
戯
書
、
　
第
一
…
巻
、
　
…
九
轟
ハ
冨
ハ
。

　
　
こ
れ
ら
の
法
令
は
誉
壱
。
葦
語
監
葺
お
〇
一
一
〇
〇
こ
。
2
2
δ
門
。
コ
懇
。
5
藷
φ
孝
⇔
、
鼓
即

　
嵩
。
翼
。
ω
雪
幕
し
尊
①
臣
ぴ
匿
じ
5
0
暑
o
o
碧
．
、
目
ど
ン
♂
H
O
㎝
刈
や
て
①
渥
。
＝
酬
嵩
困
這
鴇
＝
口
＝

　
暑
翁
甫
。
き
。
畠
麟
置
。
き
ω
塾
∩
壽
窪
＝
7
叢
記
。
弓
o
o
恥
ζ
讐
↓
■
鮮
お
ミ
に
は
載
せ
ら

　
れ
て
い
な
い
。
刊
行
中
の
碧
。
門
も
曾
田
O
o
じ
。
奪
Ω
（
o
帥
岬
蚤
蓉
凄
は
ま
だ
こ
の
時
期

　
に
及
ん
で
い
な
い
。

⑭
o
尊
．
写
鹸
｝
一
重
・
コ
。
畠
噸
8
0
℃
．
8
～
5
心
ρ
。
↓
7
ら
。
O
餅
『
全
集
』
、
第
三
〇
巻
、

　
五
二
六
頁
。

⑯
　
農
畜
産
業
の
総
生
産
高
の
対
比
価
格
に
よ
る
比
較
は
次
の
通
り
。

　
　
　
）

離業農業

（9e

100

10e

72

67

100

81

64

55

農畜
産業

100

88

67

60

1913年

工917年

1920年

1921年

出典：Ce恥CK◎e　xo3蝋CTBG

CCCP，　CTaTiigecr〈uil　c60p一

田【K．踊．，1960、CTP．79

⑯
　
｝
九
｝
七
＝
八
年
度
の
調
達
総
量
を
　
○
○
と
す
れ
ば
、
…
八
一
一
九
年
度
、

　
一
九
i
二
〇
年
度
、
二
〇
1
一
コ
年
度
の
総
量
は
、
各
々
　
四
七
、
二
九
〇
、
五

　
〇
〇
と
な
る
。
た
だ
し
、
む
ろ
ん
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の
支
配
圏
の
拡
大
を
調
、
5
慮
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
9
幽
．
』
」
〈
三
月
仁
山
ざ
建
ω
．
8
．
開
‘
臼
7
b
⊃
O
メ
鵠
．
》
・
、
㌣

　
畏
旧
6
。
コ
。
～
6
ω
．
8
鵡
‘
6
弓
．
認
。
。
。

⑰
　
《
コ
二
十
建
γ
窃
寓
畠
q
℃
凶
H
頓
b
。
O
「
。
彼
は
つ
づ
け
て
こ
う
書
い
て
い
る
。
　
「
ブ
ル

　
ジ
ョ
ア
的
刺
激
の
か
わ
り
に
、
社
会
主
義
国
家
は
こ
こ
で
健
全
な
経
済
謄
勤
労
本

　
能
を
第
一
位
に
お
く
。
そ
の
本
能
を
、
魅
会
主
義
国
家
は
国
家
の
強
制
の
諸
手
段

　
に
よ
っ
て
強
化
し
組
織
す
る
の
で
あ
る
」
。

⑱
　
↓
雪
コ
剛
｛
Φ
．
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⑲
　
1
0
・
ラ
ー
リ
ン
は
、
農
業
経
鴬
の
山
家
規
鋼
の
強
化
に
、
真
に
共
産
主
義
的
な

　
シ
ス
テ
ム
に
近
づ
く
重
要
な
一
歩
を
見
て
、
そ
れ
を
¶
金
銭
の
必
要
の
消
減
」
と

　
関
連
づ
け
た
。
9
凶
■
《
頴
や
島
暴
y
刈
き
鵠
9
諭
ち
b
。
O
「
・

⑳
　
そ
の
さ
い
、
農
民
は
完
全
な
播
種
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
不
履
行
者
は
土
地
を
没

　
収
さ
れ
た
と
い
う
。
9
団
」
○
幽
》
．
コ
。
旨
湊
o
c
。
¶
望
民
ロ
P
8
畷
‘
臼
℃
。
b
。
一
Q
。
・

⑪
　
ポ
リ
ャ
ロ
ー
フ
は
、
国
家
干
渉
の
思
想
の
背
後
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
ω
「
非

　
常
措
遣
へ
の
慣
れ
」
と
と
も
に
、
②
「
生
産
と
分
配
の
社
会
主
義
原
則
へ
の
急
速

　
な
、
短
縮
さ
れ
た
移
行
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
広
く
行
き
渡
っ
て
い
た
」

　
こ
と
、
③
農
業
へ
の
国
家
の
介
入
を
弱
め
る
な
ら
ば
、
資
本
主
義
的
要
素
が
著
し

　
く
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
懸
念
が
あ
っ
た
こ
と
、
を
あ
げ
て
い
る
（
↓
碧
葵
ρ

　
自
ワ
b
。
b
。
①
I
N
b
。
刈
）
。

⑫
　
呪
髪
藻
ρ
6
も
。
卜
。
醇
畠
ω
O
・

⑭
　
O
鴛
郭
魯
■
包
譜
〈
o
轡
P
唱
℃
噛
嵩
。
。
1
嵩
餅
邦
訳
前
掲
書
、
第
二
巻
、
一
一
…
九
1

　
　
三
〇
頁
。
和
田
前
掲
論
文
、
三
六
七
一
三
六
八
頁
。

⑭
　
決
定
の
全
文
は
℃
⑦
日
①
田
寓
目
織
田
＝
隔
巷
舘
膏
窪
需
門
器
讃
。
話
ω
鵠
警
↓
零
臣
図
竃

　
巴
起
o
o
碧
層
↓
．
一
層
ン
r
お
⑦
8
0
弓
・
H
g
。
ゆ
一
δ
ド

　
　
さ
ら
に
、
勤
勉
な
農
民
に
対
し
報
賞
を
与
え
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の

　
点
だ
け
を
取
り
出
し
て
第
八
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
の
決
定
を
ネ
ッ
プ
へ
の
移
行
の
第

　
一
歩
と
見
な
す
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
ゲ
ソ
キ
ナ
等
に
対
す
る
ポ
リ
ャ
コ
ー
プ
の
批

　
判
（
圃
ρ
〉
．
調
。
自
愛
切
層
ざ
£
ω
・
8
‘
‘
。
壱
．
b
。
b
。
0
）
を
見
よ
。

⑭
　
9
昌
、
魯
q
ミ
，
讐
く
。
一
．
b
。
㌧
や
一
躍
伊
邦
訳
前
掲
書
、
第
二
巻
、
＝
二
〇
頁
。
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二
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
破
綻
と
新
経
済
政
策
の
模
索

　
国
内
戦
中
の
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
と
農
民
と
の
潜
在
的
対
立
は
、
一
九
二
〇
年
算
、
典
型
的
な
農
業
県
で
あ
り
典
型
的
な
割
当
徴
発
対
象
県
で
あ

っ
た
欧
露
中
部
の
タ
ム
ボ
ブ
県
で
、
公
然
た
る
武
力
衝
突
に
転
化
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
マ
フ
ノ
農
民
軍
と
赤
軍
と
の
戦
闘
が
尖
鋭
化
す
る

の
も
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
①

　
タ
ム
ボ
ブ
農
民
反
乱
掃
蕩
の
最
高
指
揮
官
B
・
ア
ン
ト
…
ノ
フ
ー
オ
フ
セ
エ
ン
コ
は
一
九
二
一
年
七
月
付
の
報
告
書
の
な
か
で
、
反
乱
の
原

因
と
し
て
、
同
県
が
変
動
す
る
戦
線
に
近
く
、
反
革
命
の
圧
追
の
た
め
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
が
不
安
定
で
確
固
た
る
組
織
を
欠
き
、
軍
事
的
活
動
に

重
点
が
お
か
れ
、
経
済
的
・
啓
蒙
的
活
動
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
た
の
ち
、
　
「
食
糧
割
当
徴
発
は
タ
ム
ボ
ブ
県
に
特
に
重
く

の
し
か
か
っ
て
い
た
」
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
食
糧
人
民
委
員
部
は
、
赤
軍
部
隊
に
よ
る
消
費
、
農
業
用
具

の
喪
失
、
高
度
農
業
経
営
の
衰
退
に
よ
っ
て
生
産
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
同
県
を
依
然
高
生
失
命
と
見
な
し
て
お
り
、
過
大
な
徴
発
量
を
割
り

当
て
た
の
で
あ
る
・
一
九
二
〇
年
の
不
作
と
℃
つ
藩
も
加
わ
り
・
同
県
の
養
の
黒
髪
す
で
に
極
点
に
達
し
て
い
た
よ
う
で
あ
殉
・
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第
一
〇
回
党
大
会
で
レ
ー
ニ
ン
も
同
様
の
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
会
ま
で
の
一
年
を
通
じ
食
糧
調
達
は
極
め
て
良
好
な
成
績
を
お
さ
め

た
が
、
「
一
方
、
ま
た
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
点
に
危
機
の
最
も
主
要
な
源
泉
の
一
つ
が
あ
っ
た
」
。
割
当
徴
発
の
中
心
が
「
穀
物
の
余
剰
の
あ
ま
り

多
く
な
い
地
域
に
集
中
さ
れ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
多
量
の
余
剰
を
持
つ
辺
境
地
方
（
シ
ベ
リ
ア
、
北
カ
フ
カ
ー
ス
）
で
は
ソ
ヴ
ェ
ト
機
構
の
整

備
が
最
も
悪
く
、
そ
こ
か
ら
の
輸
送
も
困
難
で
あ
っ
た
。
　
「
だ
か
ら
、
結
局
増
大
し
た
食
糧
資
源
を
、
我
々
は
収
穫
の
最
も
少
な
い
諸
県
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

集
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
民
経
済
の
危
機
が
度
外
れ
に
激
化
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
。

　
こ
う
し
て
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
と
農
民
と
の
武
力
衝
突
は
特
に
矛
盾
の
集
積
し
た
タ
ム
ボ
ブ
県
、
そ
し
て
西
南
部
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
生
じ
た
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
の
秋
と
冬
に
タ
ム
ボ
ブ
周
辺
の
中
央
農
業
地
帯
の
諸
県
、
ヴ
ォ
ル
ガ
沿
岸
地
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

西
シ
ベ
リ
ア
、
北
カ
フ
カ
ー
ス
に
拡
大
し
て
ゆ
く
。

　
割
当
徴
発
に
対
す
る
農
民
の
不
満
は
、
農
民
繊
身
者
が
八
割
を
占
め
る
赤
軍
兵
士
の
あ
い
だ
に
も
伝
播
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

復
員
兵
士
が
農
民
反
乱
に
加
わ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
第
一
〇
回
党
大
会
直
前
に
勃
発
し
た
ク
ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
水
兵
の
反
乱
も
、
ソ
ヴ
ェ
ト

改
選
、
言
論
の
自
由
、
等
々
の
純
政
治
的
ス
ρ
ー
ガ
ン
と
と
も
に
、
勤
労
農
罠
に
完
全
な
自
由
を
与
え
よ
、
闇
食
糧
買
出
取
締
班
を
撤
去
せ
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
の
農
業
・
食
糧
問
題
に
か
か
わ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の
主
要
基
盤
で
あ
っ
た
は
ず
の
工
業
労
働
者
も
、
こ
の
ク
ロ
ン
シ
タ
ヅ
ト
反
乱
の
直
前
、
二
月
中
旬
に
モ
ス
ク
ワ

で
、
下
旬
に
は
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
で
、
闇
食
糧
買
出
取
締
の
廃
止
を
要
求
す
る
ス
ト
と
デ
モ
の
波
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
こ
で
政
治
上
の
不
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
出
さ
れ
て
い
た
が
、
食
糧
問
題
の
方
が
切
実
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
大
衆
の
反
乱
の
経
済
的
主
要
因
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の
政
策
の
平
面
に
お
い
て
は
、
一
方
的
収
奪
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
食
糧
割
当

徴
発
制
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
は
そ
の
重
要
な
柱
で
あ
る
割
当
徴
発
制
か
ら
破
綻
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の
指
導
者
は
、
こ
の
農
民
の
不
満
に
ま
っ
た
く
盲
目
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
二
〇
年
一
〇
月
の
モ
ス
ク
ワ
県
の

郡
・
郷
・
村
ソ
ヴ
ェ
ト
執
行
委
員
会
議
長
会
議
で
、
農
民
の
抗
議
の
声
を
聞
い
た
レ
ー
ニ
ン
が
「
農
民
の
大
多
数
は
、
飢
え
を
も
寒
さ
を
も
負
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⑦

担
能
力
の
な
い
課
税
を
も
痛
感
し
す
ぎ
て
い
る
」
こ
と
を
認
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
タ
ム
ボ
フ
等
で
の
事
態
も
彼
に
一
抹
の
不
安

を
感
じ
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
は
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
楽
観
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
二
月
の
第
八
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
は
農
業
の
国
家

詳
言
の
強
化
に
反
対
せ
ず
、
む
し
ろ
「
農
民
経
営
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
、
最
も
必
要
で
緊
急
な
、
ま
た
農
昆
に
完
全
に
受
け
容
れ
ら
れ
完
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
納
得
で
き
る
措
置
か
ら
始
め
て
、
国
家
的
強
制
に
移
る
能
力
を
持
つ
こ
と
」
が
主
要
任
務
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
だ
が
同
時
に
、
レ
ー
ニ
ン
は
農
民
自
身
の
意
見
を
知
る
こ
と
に
努
め
た
。
右
の
演
説
を
行
な
っ
た
同
日
、
彼
は
カ
リ
ー
ニ
ン
に
依
頼
し
て
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

会
の
無
党
派
農
民
代
議
員
だ
け
の
会
議
を
開
か
せ
、
み
ず
か
ら
出
席
し
て
農
民
の
意
見
を
聞
き
メ
モ
を
と
っ
た
。
翌
日
の
演
説
の
な
か
で
レ
！

ユ
ン
は
こ
の
会
議
に
言
及
し
、
貧
農
あ
る
い
は
勤
労
農
民
と
富
農
と
の
階
級
闘
争
が
激
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
述
べ
て
い
る
が
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

五
年
後
に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
彼
の
メ
モ
の
な
か
で
は
、
む
し
ろ
強
制
に
反
対
す
る
、
農
民
代
表
の
発
艦
が
目
立
つ
。

　
一
九
二
〇
年
末
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
、
レ
ー
ニ
ン
が
精
力
的
に
農
民
自
身
の
意
見
と
気
分
の
把
握
に
努
め
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
彼

は
モ
ス
ク
ワ
県
の
多
く
の
村
を
訪
ね
、
農
民
と
話
し
合
っ
た
。
ま
た
『
貧
農
』
紙
に
送
ら
れ
て
き
た
農
民
の
手
紙
を
克
明
に
調
べ
、
国
中
か
ら

モ
ス
ク
ワ
へ
派
遣
さ
れ
て
き
た
農
民
の
代
表
と
会
談
し
た
。
彼
は
ま
た
党
と
ソ
ヴ
ェ
ト
の
活
動
家
に
相
談
し
、
彼
ら
の
意
見
に
耳
を
傾
け
た
。

盤
業
政
策
へ
の
危
惧
を
表
明
し
た
H
・
A
・
ミ
リ
ュ
ー
チ
ン
・
税
導
入
に
賛
成
し
て
い
た
π
・
H
・
グ
ラ
ス
キ
ン
ら
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

二
月
二
日
に
レ
ー
ニ
ン
と
対
談
し
た
シ
ベ
リ
ア
革
命
委
員
会
の
B
・
H
・
ソ
コ
ロ
フ
は
、
春
か
ら
割
当
徴
発
の
比
率
を
ぬ
且
赤
し
、
他
方
、
農
民

の
手
元
に
残
・
た
穀
物
を
彼
ら
の
完
全
な
畠
処
分
に
委
ね
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
い
加

　
そ
の
あ
い
だ
に
も
農
業
危
機
は
進
行
し
、
農
民
の
不
満
は
高
ま
り
、
食
糧
事
情
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。
一
月
に
は
国
内
の
ほ
と
ん
ど

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
国
家
に
よ
る
穀
物
調
達
の
テ
ン
ポ
の
低
下
が
生
じ
た
。
タ
ム
ボ
ブ
、
サ
ラ
ト
フ
等
の
「
穀
物
生
産
県
」
で
は
調
達
計
画
の

半
分
が
遂
行
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
燃
料
不
足
と
農
民
反
乱
の
た
め
運
輸
活
動
が
停
滞
し
、
穀
物
運
送
列
車
が
都
市
に
到
着
し
な

く
な
っ
た
。
党
中
央
委
員
会
は
一
月
一
二
日
に
農
民
間
の
気
分
の
問
題
を
審
議
し
、
ω
「
農
民
の
状
態
を
早
急
に
軽
減
す
る
可
能
な
措
置
を
審

議
す
る
」
委
員
会
と
、
②
「
匪
賊
活
動
の
軍
事
的
量
減
の
措
置
を
緊
急
に
準
備
す
る
」
委
員
会
と
を
、
つ
ま
り
硬
軟
二
様
の
委
員
会
を
設
置
し
た
。
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⑫

二
月
二
日
に
は
党
中
央
委
員
会
が
各
県
の
共
産
勢
力
に
、
完
全
な
野
饗
準
備
を
と
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。

　
党
中
央
委
員
会
は
一
月
以
降
農
村
問
題
を
幾
度
も
審
議
し
、
　
「
匪
賊
活
動
」
と
の
闘
争
の
強
化
と
農
民
へ
の
援
助
の
手
段
と
を
検
討
し
た
。

だ
が
、
二
月
八
日
ま
で
は
党
中
央
委
員
会
で
税
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
し
か
し
、
事
態
は
ま
す
ま
す
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、

二
月
一
日
か
ら
は
一
輌
の
穀
物
車
輌
も
モ
ス
ク
ワ
に
着
か
な
く
な
っ
た
。
二
月
二
日
～
照
霞
の
モ
ス
ク
ワ
金
属
労
働
者
会
議
に
参
集
し
た
金
属

労
働
者
た
ち
（
ち
な
み
に
従
来
金
属
労
働
者
は
労
働
者
階
級
の
先
進
部
隊
と
見
な
さ
れ
て
い
た
）
は
食
糧
問
題
を
議
事
の
中
心
に
据
え
て
共
産

党
の
食
糧
政
策
を
激
し
く
非
難
し
、
ω
割
当
徴
発
は
農
民
の
利
益
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
労
働
者
の
状
態
に
も
有
害
な
影
響
を
与
え
て
い
る
、

②
割
当
徴
発
を
、
地
方
的
条
件
に
応
じ
農
民
に
負
担
に
な
ら
な
い
程
度
の
現
物
税
に
代
え
、
農
業
協
同
組
合
が
税
の
実
施
に
携
わ
る
よ
う
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主
旨
の
決
議
を
採
択
し
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
最
後
の
会
議
に
出
席
し
、
税
に
は
雷
及
し
な
い
な
が
ら
も
、
　
「
現
在
、
我
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
＝
二
の
県
で
割
当
徴
発
を
完
全
に
中
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
二
月
八
臼
に
な
っ
て
、
中
央
委
員
会
政
治
局
の
一
会
議
で
レ
ー
ニ
ン
は
つ
い
に
税
導
入
を
定
め
た
歴
史
的
な
文
書
「
農
民
に
つ
い
て
の
テ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ゼ
の
予
備
的
な
下
書
き
」
を
書
い
た
。
そ
の
内
容
は
、
ω
余
剰
没
収
と
い
う
意
味
で
の
割
当
徴
発
を
穀
物
税
に
代
え
る
、
㈲
税
額
を
割
当
徴
発

に
比
し
減
．
額
す
る
、
㈲
農
耕
者
の
勤
勉
の
度
合
に
応
じ
て
税
額
を
定
め
る
、
ω
農
耕
者
が
納
税
後
の
余
剰
穀
物
を
地
方
の
経
済
的
取
引
に
利
用

す
る
自
由
を
拡
げ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ω
は
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
税
を
導
入
し
た
と
し
て
も
㈲
を
認
め
な
け
れ
ば
、
納
税

後
の
余
剰
穀
物
は
農
父
の
自
家
消
費
用
穀
物
に
と
ど
ま
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
。
レ
ー
ニ
ン
は
こ
こ
で
、
条
件
を
つ
け
な
が
ら
も
取
引
の
自
由
を

認
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
ポ
リ
ャ
コ
ー
フ
は
「
レ
ー
ニ
ン
の
考
え
は
党
指
導
部
に
よ
っ
て
一
斉
に
支
持
さ
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
疑
わ
し
い
。
仮
に
「
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
き

時
共
産
主
義
」
が
一
時
的
応
急
策
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
も
容
易
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
、
つ
い
一
月
半
ほ
ど
前

の
第
八
回
ソ
ヴ
ェ
ト
大
会
で
共
産
党
は
税
導
入
を
要
求
す
る
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
」
代
表
の
提
案
を
は
ね
つ
け
、
農
業
に
お
け
る
「
戦
時
共

産
主
義
」
強
化
の
方
へ
向
か
わ
な
か
っ
た
か
。
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一
九
ニ
ニ
ー
二
八
年
に
最
高
国
民
経
済
会
議
に
勤
務
し
、
の
ち
に
亡
命
し
た
H
・
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ノ
ブ
は
、
食
糧
人
民
委
員
部
参
与
A
・
H
・

ス
ヴ
ィ
ヂ
ェ
ル
ス
キ
…
か
ら
、
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
の
さ
い
の
党
上
層
部
の
動
向
を
聞
く
機
会
を
持
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
レ
ー
ニ
ン

の
意
見
に
賛
同
す
る
者
は
少
な
く
、
あ
る
会
議
で
レ
ー
ニ
ン
は
つ
い
に
、
提
案
が
受
け
容
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
人
民
委
員
会
議
議
長
と
政
治
局
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
職
を
辞
す
る
と
ま
で
い
っ
た
。
こ
の
辞
職
の
威
嚇
が
反
対
意
見
を
粉
齎
し
た
。

　
こ
れ
が
、
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
の
ど
の
段
階
の
こ
と
で
あ
る
の
か
、
ま
た
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ノ
ブ
の
回
想
そ
れ
自
体
に
ど
こ
ま
で
三
期
性
が
あ
る
の

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
党
上
層
部
の
内
情
に
関
す
る
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
け
に
興
味
深
い
。
二
月
一
一
日
に
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
紙
上
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

シ
ベ
リ
ア
で
は
一
定
率
に
従
っ
た
控
除
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
シ
ベ
リ
ア
農
民
O
・
H
・
チ
ェ
ル
ノ
ー
フ
の
論
文
が
、
ま
た
二
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

七
日
と
二
六
日
に
税
綱
の
方
が
有
利
で
あ
る
こ
と
を
論
述
し
て
い
る
H
・
ソ
ロ
ー
キ
ン
と
M
・
ロ
ゴ
フ
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
（
ち
な
み
に
そ

れ
ら
は
何
の
反
応
も
呼
び
起
こ
さ
な
か
っ
た
）
。
し
か
し
、
二
月
八
日
の
レ
ー
ニ
ン
案
に
基
づ
い
て
準
備
さ
れ
た
草
案
が
、
一
六
日
後
の
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
四
B
に
な
っ
て
初
め
て
党
中
央
委
員
会
総
会
で
基
礎
的
な
も
の
と
し
て
採
択
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
第
一
〇
回
党
大
会
ま
で
、
ネ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

プ
導
入
の
審
議
が
全
党
的
規
模
で
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
党
上
層
部
の
狭
い
枠
内
で
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
が
容
易

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
転
換
の
困
難
さ
の
な
か
に
は
、
技
術
的
な
困
難
さ
が
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
税
導
入
決
定
の
公
示
が
早
す
ぎ
れ
ば
続
行
中
の

穀
物
調
達
活
動
が
進
捗
せ
ず
、
国
家
の
手
持
ち
の
穀
物
が
少
な
く
な
り
す
ぎ
は
し
な
い
か
、
と
い
う
危
惧
が
レ
ー
ニ
ン
ら
の
胸
中
に
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
二
月
の
あ
る
日
（
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
）
、
レ
ー
ニ
ン
は
国
家
の
手
持
ち
穀
物
量
を
概
算
し
て
、
「
三
月
一
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
⑫

か
四
月
一
日
置
ら
割
当
微
発
を
全
廃
し
て
、
九
月
一
日
ま
た
は
八
月
一
五
日
ま
で
新
し
い
制
度
を
試
し
て
み
る
こ
と
が
十
分
目
可
能
だ
」
（
傍
点

引
用
老
）
と
書
い
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
税
導
入
の
公
布
は
早
晩
春
の
作
付
ま
で
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
墨
譜
入
・
自
由
取
引
容
認
と
い
う
方
針
は
す
で

に
定
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
全
党
的
審
議
に
か
け
る
と
い
う
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
技
術
的
困
難
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
レ
：
ニ
ン
ら
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党
指
導
者
が
税
と
取
引
の
容
認
の
決
定
を
公
表
し
な
か
っ
た
第
一
の
理
由
は
、
こ
の
措
置
が
従
来
の
路
線
の
鋭
い
転
換
を
意
味
し
て
い
た
こ
と

に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
農
民
反
乱
が
激
化
し
た
一
九
二
一
年
一
・
二
月
に
な
っ
て
も
、
税
と
取
引
の
容
認
を
公
然
と
主
張
す
る
党
員
は
ご

く
一
部
に
す
ぎ
ず
、
大
多
数
の
党
員
は
依
然
と
し
て
従
来
の
路
線
を
堅
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
や
、
上
層
部
で
さ
え
ま
だ
基
本
的
な
点
で

意
見
の
一
致
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
ふ
し
が
あ
る
。
第
一
〇
回
党
大
会
初
日
の
三
月
八
日
に
な
っ
て
も
、
レ
ー
ニ
ン
は
食
糧
人
民
委
員
A
・
4
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ

ツ
ユ
ル
ー
パ
に
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
「
問
題
の
重
点
は
一
『
取
引
』
で
あ
り
、
農
民
の
た
め
の
自
由
な
経
済
取
引
で
あ
る
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

…
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
君
の
究
明
の
仕
方
は
不
充
分
だ
っ
た
。
核
心
は
ま
っ
た
く
、
取
引
、
交
換
…
…
を
押
し
進
め
る
能
力
を
持
つ
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
⑬

あ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
破
産
だ
。
潮
慧
」
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
こ
れ
を
挿
入
す
る
た
め
の
定
式
を
見
つ
け
出
し
て
ほ
し
い
」
。

　
第
一
〇
回
党
大
会
ま
で
ネ
ッ
プ
導
入
に
閥
す
る
中
央
委
員
会
決
定
は
公
表
さ
れ
ず
、
全
党
的
討
議
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
末

か
ら
第
一
〇
回
党
大
会
ま
で
、
党
の
注
意
は
別
の
論
争
t
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
に
お
け
る
労
働
組
合
の
地
位
と
役
割
の
問
題
を
め
ぐ
る
「
労
働
組

合
論
争
」
－
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
一
〇
圓
党
大
会
に
つ
い
て
論
じ
る
な
ら
ば
、
こ
の
論
争
に
簡
単
に
で
も
言
及
し
て
お
か
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
論
争
で
は
、
組
合
幹
部
の
一
部
を
指
導
者
と
す
る
い
わ
ゆ
る
労
働
者
反
対
派
が
登
場
す
る
。
彼
．
ら
は
党
の
、
特
に
工
業
・
労
働
政
策
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

対
す
る
労
働
者
コ
ム
ニ
ス
ト
の
不
満
を
吸
収
し
、
革
命
初
期
の
党
の
理
念
や
一
九
一
九
年
の
新
党
綱
領
に
依
拠
し
な
が
ら
、
工
業
統
制
が
ブ
ル

ジ
ョ
ア
専
門
家
に
よ
っ
て
で
は
な
く
労
働
者
の
組
織
体
と
し
て
の
労
働
組
合
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
中
央
か
ら
の
役
員
の

任
命
制
に
か
え
て
広
範
な
選
挙
鋼
を
実
施
し
、
党
内
民
主
主
義
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
た
。
組
合
員
の
な
か
で
は
共
産
党
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
、
わ
ず
か
な
比
率
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
労
働
潜
反
対
派
は
そ
の
な
か
の
少
数
派
で
し
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
共
産
党
員
は
組
合

の
主
要
な
地
位
を
独
占
し
て
お
り
、
労
働
者
反
対
派
は
最
大
の
組
合
た
る
金
属
労
働
組
合
を
拠
点
と
し
て
、
党
指
導
部
に
と
り
無
視
し
え
ぬ
力

　
　
　
　
　
⑳

を
集
め
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
レ
ー
ニ
ン
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
ら
中
央
委
員
を
中
心
と
す
る
雨
曇
首
部
は
、
当
初
一
致
団
結
し
て
、
国
内
戦
中
に
形
成
さ
れ
た
軍
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事
的
方
法
を
工
業
・
労
働
政
策
に
も
適
用
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
。
指
導
蔀
は
第
九
回
党
大
会
で
ト
ム
ス
キ
…
ら
組
合
幹
部
を
抑
え
、
凝
集

し
つ
つ
あ
っ
た
労
働
者
反
対
派
を
斥
け
て
、
単
独
責
任
制
と
労
働
の
軍
隊
化
を
確
立
し
た
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
、
第
九
回
党
大
会
で
承
認
さ
れ
た

方
針
に
従
い
、
解
体
し
か
け
て
い
た
運
輸
部
門
に
軍
隊
化
政
策
を
適
用
し
た
。
鉄
道
従
業
員
組
合
は
脇
へ
押
し
や
ら
れ
、
交
通
人
民
委
員
部
直

結
の
新
機
関
が
新
設
さ
れ
、
大
規
模
な
任
命
に
よ
り
多
数
の
党
員
が
選
抜
投
入
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
運
輸
危
機
は
緩
和
さ
れ
た
が
、
こ
の
高

圧
的
手
段
に
対
す
る
組
合
側
の
不
満
は
増
大
し
、
一
一
月
に
は
交
通
人
民
委
員
部
と
全
体
と
し
て
の
労
働
組
合
と
の
公
然
た
る
対
立
が
生
じ
た

の
で
あ
る
。
労
働
の
軍
隊
化
と
組
合
の
国
家
機
関
化
を
め
ぐ
る
論
争
は
党
中
央
委
員
会
の
介
入
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
激
化
し
た
。
し
か
し
、
中

央
委
員
会
も
意
見
の
一
致
を
見
ず
、
三
派
1
ω
レ
ー
ニ
ン
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
ら
主
流
派
、
②
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
、
㈲
ブ
ハ
ー
リ
ン
ら
「
緩
衝
」

派
一
i
に
分
離
し
た
た
め
、
問
題
を
そ
れ
自
身
の
枠
内
で
処
理
し
え
ず
、
一
二
月
末
に
は
こ
の
問
題
の
自
由
討
議
を
承
認
す
る
に
至
っ
た
。
こ

れ
以
後
労
働
組
合
問
題
は
、
ま
さ
に
全
党
的
規
模
で
公
開
討
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
カ
月
も
の
あ
い
だ
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
様
々
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
印
版
物
を
満
た
し
無
数
の
集
会
で
討
議
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
結
局
、
ω
主
流
派
、
②
「
緩
衝
」
派
を
併
呑
し
た
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
、
③
組
合

少
数
派
と
し
て
の
労
働
者
反
対
派
、
の
三
派
の
立
場
に
帰
着
し
た
。

　
労
働
組
合
論
争
の
検
討
は
本
稿
の
枠
外
に
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
主
題
と
の
直
接
的
関
連
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
論
争
が

「
戦
時
共
産
主
義
」
路
線
の
継
続
を
前
提
と
し
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
M
・
ド
ッ
ブ
は
「
全
く
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
が
、
ネ
ッ

プ
を
出
現
せ
し
め
る
に
至
っ
た
当
の
論
争
は
、
農
民
に
対
す
る
関
係
を
論
議
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
国
営
工
業
と
工
業
労
働
老
と
の
関
係
を
論

議
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
労
働
組
合
聞
題
一
即
ち
社
会
主
義
工
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
正
し
い
役
割
一
に
つ
い
て
の
活

発
な
討
論
と
い
う
形
を
と
愚
」
と
書
い
て
い
る
・
ま
ず
笙
に
・
労
働
組
合
論
争
は
「
ネ
・
プ
を
出
現
せ
し
め
る
に
至
・
た
」
論
争
で
は
な

か
っ
た
。
税
導
入
の
提
案
は
二
月
二
四
日
に
党
中
央
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
公
示
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
ネ
ッ
プ
導
入
の
提
案
は

第
一
〇
回
党
大
会
で
提
起
さ
れ
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
党
内
で
広
く
審
議
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

　
第
二
に
、
一
九
二
〇
年
末
か
ら
の
党
内
論
争
が
、
農
民
問
題
で
な
く
組
合
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、
当
然
で
あ
っ
た
と
も
い
え
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る
。
当
時
は
、
割
当
徴
発
を
含
む
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
続
行
は
、
ほ
と
ん
ど
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
農
業
の
国
家
規
制
の
強
化
さ
え
企
図

さ
れ
て
い
た
。
農
罠
の
不
満
は
、
国
家
の
中
央
へ
の
「
合
法
的
」
回
路
を
見
出
せ
ず
、
反
乱
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
噴
き
出
し
始
め
た
。
し

か
し
、
共
産
党
は
こ
の
農
民
の
不
満
を
充
分
考
慮
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
他
方
、
労
働
者
の
不
満
は
比
較
的
容
易
に
党
に
反
映
し
た
と
推
測
で

き
る
。
従
っ
て
党
内
論
争
は
、
工
業
・
労
働
政
策
を
め
ぐ
っ
て
生
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
月
一
B
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
労
働
組
合
に
関
す
る
三
つ
の
テ
ー
ゼ
は
、
相
互
に
対
立
し
な
が
ら
も
、
す
べ
て
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
大
枠

を
越
え
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
テ
ー
ゼ
は
、
国
家
か
ら
独
立
し
た
労
働
組
合
と
い
う
観
念
を
否
定
し
て
い
た
。
－
一
組
合
は
「
経
済
活
動
を
分
配
と
消
費

の
観
点
か
ら
で
は
な
く
生
産
増
大
の
観
点
か
ら
見
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
と
の
協
定
者
ま
た
は
そ
れ
に
対
す
る
要
求
者
の
目
で
な
く
組
織
者
に
経
営

　
　
　
　
　
⑳

者
の
目
で
見
る
」
、
新
し
い
型
の
組
合
員
を
支
援
し
養
成
す
べ
き
で
あ
る
。
労
働
組
合
は
「
生
産
組
合
」
と
し
て
「
労
働
国
家
の
機
関
」
に
転
化

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
と
組
合
の
対
立
か
ら
生
じ
て
い
る
現
在
の
危
機
は
、
こ
の
よ
う
な
方
策
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
、
と
い
う

　
　
　
　
　
肝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
主
張
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
　
「
労
働
者
国
家
㎏
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
に
は

利
害
の
対
立
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
期
に
広
く
実
施
さ
れ
た
強
制
的
労
働
政
策
も
、
こ
の
論
理
か
ら
は
正

当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
労
働
者
反
対
派
の
テ
ー
ゼ
も
組
合
の
危
機
の
原
因
を
国
家
と
組
合
の
対
立
の
な
か
に
見
取
っ
た
が
、
そ
の
解
決
方
法
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
テ

ー
ゼ
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
t
現
在
の
経
済
管
理
の
制
度
と
方
法
は
官
吏
や
専
門
家
の
方
針
に
従
う
官
僚
主
義
的
機
構
に
立
脚
し
て
お
り
、

組
合
の
活
動
範
囲
を
不
断
に
狭
め
、
労
働
者
の
自
主
活
動
を
押
し
潰
し
て
い
る
。
経
済
復
興
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
と
方
法
の
根
本
的
変
更
と

い
う
条
件
の
も
と
で
の
み
可
能
で
あ
る
。
労
働
者
民
空
主
義
（
選
挙
と
報
告
の
原
則
）
の
上
に
樹
立
さ
れ
た
組
合
が
、
官
僚
的
国
家
機
構
に
か

わ
っ
て
経
済
に
能
動
的
に
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
全
国
民
経
済
の
管
理
の
組
織
化
は
、
労
働
日
生
産
組
合
に
統
合
さ
れ
た
生
産
老
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

全
ロ
シ
ア
大
会
に
属
し
、
同
大
会
が
共
和
国
の
全
国
民
経
済
を
管
理
す
る
機
関
を
樹
立
す
る
」
。
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こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
反
対
派
は
工
業
管
理
政
策
や
強
磁
的
労
働
動
員
政
策
を
批
判
し
た
が
、
他
方
、
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
財
政
政
策
に

関
し
て
は
、
こ
れ
を
全
面
的
に
支
持
し
、
そ
の
一
層
の
深
化
を
主
張
し
た
。
公
共
料
金
の
無
料
化
や
賃
金
の
現
物
化
等
を
前
面
に
押
し
出
し
て

　
⑯
い
る
の
も
、
こ
の
派
の
テ
ー
ゼ
の
特
徴
で
あ
る
。

　
レ
…
ニ
ン
ら
「
十
人
の
政
綱
」
も
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
枠
を
抜
け
出
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
同
時
期
の

レ
ー
ニ
ン
の
著
作
を
読
め
ば
一
層
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
二
つ
の
テ
ー
ゼ
と
は
異
な
り
、
労
働
組
合
問
題
を
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家

内
部
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
…
ト
と
農
民
の
相
互
関
係
と
い
う
、
よ
り
広
い
問
題
の
な
か
で
考
察
し
て
い
る
。
農
民
へ
の
言
及
が
あ
る
の
は
こ
の
テ

　
　
　
　
　
　
⑳

ー
ゼ
だ
け
で
あ
る
。

　
「
十
人
の
政
綱
」
は
、
ほ
か
の
テ
」
ゼ
が
組
合
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
を
等
適
し
て
い
る
の
に
対
し
、
よ
リ
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
目
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

組
合
を
眺
め
る
。
ほ
と
ん
ど
の
組
合
員
は
「
無
党
派
で
あ
る
」
。
組
合
の
媛
も
重
要
な
任
務
は
「
こ
れ
ら
の
分
子
を
す
べ
て
改
造
し
、
彼
ら
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
先
進
層
に
接
近
さ
せ
、
彼
ら
を
共
産
主
義
建
設
に
適
応
さ
せ
」
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
「
労
働
組
合
は
共
産
主

義
の
〔
初
等
〕
学
校
」
と
い
う
定
式
が
導
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
組
合
内
の
党
員
の
任
務
は
、
教
育
活
動
や
個
人
的
模
範
に
よ
っ
て
「
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

在
労
働
組
合
運
動
に
お
い
て
優
勢
で
あ
る
数
百
万
の
無
党
派
労
働
者
を
わ
が
党
の
側
に
獲
得
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
組
合
が
用
い
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

き
主
要
な
方
法
は
、
　
「
強
制
の
方
法
」
で
は
な
く
「
説
得
の
方
法
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
「
組
合
の
急
速
な
国
家
機
関
化
」
は
「
組
合
が
前
述
の
任
務
を
実
行
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
大
き
な
政
治
的
誤
り
」
で
あ
っ

た
。
レ
ー
ニ
ン
は
も
は
や
「
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
は
労
働
者
国
家
」
と
い
う
定
式
を
放
棄
し
て
い
た
。
彼
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
は
農
民
人
口
が
優
勢

な
労
働
老
・
農
民
国
家
で
あ
り
、
さ
ら
に
窟
僚
主
義
的
に
歪
め
ら
れ
た
国
家
で
あ
る
と
い
う
事
態
を
認
め
、
そ
れ
と
と
も
に
、
組
合
は
国
家
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

対
し
ま
も
る
べ
き
も
の
を
持
た
な
い
と
い
う
論
理
を
も
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
レ
ー
ニ
ン
は
労
働
者
反
撃
派
の
主
張
を
「
共
産
主
義
に

無
縁
の
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
特
に
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
レ
ー
ニ
ン
に
と
り
、
組
合
に
よ
る
工
業
管
理
は
、
組
合
員
に
対
す
る
党

の
長
期
の
教
育
活
動
の
末
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
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ネップへの転換局面（尼川）

　
「
十
人
の
政
綱
」
は
共
和
国
内
部
の
階
級
の
相
互
関
係
を
考
慮
し
つ
つ
、
組
合
に
対
す
る
党
の
統
制
の
強
化
と
引
き
か
え
に
、
組
合
の
急
速

な
国
家
機
関
化
を
排
し
て
組
合
に
一
定
程
度
の
独
立
性
を
与
え
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
ほ
か
の
テ
ー
ゼ
に
比
し
て
よ
り
実
際

的
で
現
状
維
持
的
で
あ
り
、
こ
の
点
が
、
そ
れ
が
多
く
の
支
持
を
獲
得
し
た
一
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
階
級

の
相
互
関
係
の
実
情
に
重
点
を
お
い
て
い
た
た
め
、
第
一
〇
回
党
大
会
で
の
食
糧
税
導
入
と
い
う
大
き
な
政
策
転
換
に
も
比
較
的
よ
く
適
合
し

て
い
た
。

　
し
か
し
、
い
ま
一
度
次
の
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
即
ち
、
労
働
組
合
論
争
は
「
戦
時
共
産
主
義
」
継
続
を
前
提
と
し
て
進
行
し
た
の
で
あ

り
、
食
糧
税
と
取
引
の
自
由
の
問
題
は
、
こ
の
論
争
に
何
ら
直
接
的
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
§
鴨
寄
。
冴
電
㌧
愚
ミ
勲
く
。
ド
ρ
日
ゴ
。
頃
p
σ
q
ロ
？
℃
霞
賞
お
刈
ど
℃
℃
’
幽
。
。
軒
　
　
　
　
三
月
初
め
に
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
鎮
め
ら
れ
た
。
　
9
｛
■
》
b
．
同
属
。
心
切
コ
コ
㊤
マ

　
　
釦
g
ゐ
も
。
に
収
録
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
『
B
』
①
護
輿
畠
矯
器
同
も
。
工
田
↓
帥
誉
突
O
「
o
b
5
0
0
0
話
謹
護
頃
日
㊤
悼
H
”
《
【
｛
鴇
。
ぎ
頴

②
　
ま
ミ
”
℃
℃
．
お
9
お
9

③
し
口
．
罫
謡
言
量
’
調
。
畠
’
8
α
ワ
。
o
‘
．
’
↓
■
お
讐
∩
↓
℃
．
お
占
吟
『
全
集
隔
、
第
三
二

　
巻
、
一
八
一
－
一
八
二
頁
。

④
　
写
誇
↓
や
巷
。
｝
δ
。
5
曾
M
（
蕾
∩
o
¢
＝
開
（
き
0
8
0
5
銘
q
o
℃
臥
鋤
。
5
0
∩
O
℃
じ
。
ぎ
‘
呂
。

　
番
目
（
一
㊤
卜
。
一
点
り
b
。
ω
q
シ
タ
μ
噌
三
‘
一
㊤
忠
「
ヨ
。
一
圃
…
o
◎
■
ω
営
σ
q
δ
8
P
．
月
冨
8
㌣

　
ヨ
げ
。
〈
国
。
＜
o
洋
（
一
㊤
胎
O
ー
ド
Φ
b
ρ
μ
）
讐
”
盟
§
詩
ミ
ミ
§
”
図
工
＜
”
ω
Φ
営
⑦
ヨ
σ
。
『

　
お
霧
…
ω
9
餌
℃
蹄
P
愚
．
ミ
‘
℃
や
b
。
昌
Q
。
歯
お
噛
目
〉
で
日
哨
籠
。
じ
σ
．
蒙
∩
↓
8
話
三
自
。
蚤
マ

　
。
コ
突
0
3
富
嗣
溝
窪
奉
■
浮
や
凛
咽
葺
一
旨
。
。
■
奥
野
訳
『
マ
フ
ノ
籔
乱
軍
史
』
、
鹿
砦
社
、

　
一
九
七
三
年
頃
和
田
前
掲
論
文
。
等
々
。

⑤
反
乱
の
憲
章
と
な
っ
た
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
艦
上
の
決
議
に
よ
る
。
決
議
原

　
文
は
瓢
窟
切
誉
。
同
く
℃
o
＝
日
冨
碧
⑦
．
コ
鴇
「
ρ
一
㊤
b
。
押
。
↓
ワ
盆
ム
“
に
あ
る
。
な
お
、

　
こ
の
反
乱
の
最
も
詳
細
な
研
究
書
と
し
て
勺
。
》
〈
ユ
。
戸
專
§
乳
ミ
馬
械
℃
N
ト
勺
7

　
首
。
簿
o
P
お
『
O
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
こ
れ
ら
の
ス
ト
や
デ
モ
は
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
や
エ
ス
エ
ル
党
員
の
逮
捕
、
労

　
働
者
へ
の
食
糧
供
与
、
闇
買
出
の
容
認
、
等
の
「
力
と
譲
歩
」
の
措
置
に
よ
り
、

　
器
δ
導
9
y
属
ρ
幽
（
巽
γ
日
り
ω
ρ
o
弓
■
ミ
占
象
叫
×
Ω
『
窃
知
〔
b
。
〕
噛
3
7
c
。
①
H
．

　
弓
≡
。
り
ご
〔
ω
〕
陶
6
弓
噛
◎
。
刈
O
あ
刈
8
弓
羨
。
に
ご
ω
。
ぎ
℃
一
β
愚
。
無
譜
℃
唱
．

　
b
3
0
α
1
8
Q
。
…
諺
く
ユ
。
ダ
愚
噂
ミ
‘
唱
℃
■
Q
。
㎝
－
陵
■

⑦
レ
ー
ニ
ン
が
こ
う
発
言
す
る
や
否
や
、
拍
手
と
「
そ
の
通
り
！
」
と
い
う
叫
び

　
が
起
こ
っ
た
（
し
口
■
写
』
o
塁
三
門
。
富
■
8
α
唱
。
o
o
謂
二
↓
．
潟
層
。
↓
ワ
Q
Q
①
ω
9
『
全
集
』
、

　
第
一
二
｝
巻
、
　
ご
…
ゴ
　
山
ハ
百
ハ
）
。

⑧
↓
象
美
ρ
戸
劇
N
。
弓
，
鼠
8
同
右
、
五
一
二
頁
。

　
彼
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
い
う
。
　
「
奨
励
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
農
業
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

　
産
を
た
か
め
る
た
め
の
強
制
と
い
う
意
味
で
も
、
特
別
の
、
し
か
も
特
に
強
力
な

　
援
助
措
羅
を
と
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
疑
う
よ
う
な
同
志
は
、
お
そ
ら
く
、
い
ま

　
で
は
も
う
ひ
と
り
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
傍
点
引
用
者
V
（
話
，
＝
葦
。
も
．
連
吟

　
同
右
、
五
｝
○
頁
）
。
彼
が
「
資
本
主
義
の
根
」
と
し
て
の
「
各
々
の
小
経
営
主

　
の
心
と
行
動
の
な
か
に
生
き
て
い
る
『
入
ハ
レ
フ
カ
〔
モ
ス
ク
ワ
の
有
名
な
闇

　
布
〕
ヒ
の
脅
威
に
つ
い
て
語
っ
た
の
も
こ
の
大
会
の
席
上
で
あ
っ
た
　
（
岩
＝
叉
β

　
。
司
℃
■
嵩
。
。
■
（
同
士
、
五
二
二
頁
）
。
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⑨
↓
夢
圃
属
ρ
6
ゼ
●
ま
8
（
N
月
口
↓
ず
門
　
｝
宍
＝
ω
罵
踵
　
罵
　
海
①
凶
↓
①
喚
び
＝
O
O
↓
＝
　
｝
W
’
二
●
　
』
①
国
臨
翻
μ
■
）

⑩
　
こ
の
メ
モ
（
「
党
中
央
委
員
お
よ
び
人
民
委
員
へ
の
短
信
」
）
は
、
一
九
四
五
年

　
に
謡
窪
量
突
嗣
臨
o
q
o
℃
謹
美
閣
ゴ
Q
。
伊
。
壱
凸
b
。
b
。
『
に
初
め
て
発
表
さ
れ
、
　
つ
い
で

　
一
九
七
学
年
に
口
σ
■
箪
謡
窪
量
．
＝
o
富
■
8
α
℃
．
8
～
門
お
噂
8
ワ
G
。
G
。
b
。
1
ω
。
。
O
に

　
収
録
さ
れ
た
。

　
　
農
民
代
表
た
ち
は
何
を
語
っ
た
の
か
。
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
1
「
割
当
徴
発
の

　
さ
い
、
怠
け
者
も
働
き
者
も
同
様
に
徴
発
さ
れ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
不
公
平
だ
」

　
「
力
の
及
ば
ぬ
微
集
を
減
ら
す
べ
き
だ
」
　
「
農
業
は
強
直
さ
れ
て
で
き
る
も
の
じ

　
や
な
い
」
　
「
ど
う
い
う
ふ
う
に
　
〔
我
々
農
民
に
〕
関
心
を
持
た
せ
る
か
。
簡
単

　
だ
。
…
：
∴
定
の
率
に
よ
る
穀
物
捌
当
微
発
だ
」
　
「
割
当
徴
発
の
と
き
、
連
発
挙

　
銃
を
こ
み
か
め
に
突
き
つ
け
る
よ
う
な
圧
力
が
あ
っ
た
。
民
衆
は
激
昂
し
て
い

　
る
」
、
等
々
（
冨
竃
軽
㊥
）
。

⑪
δ
「
》
■
凝
露
美
g
。
望
否
ω
噂
8
～
含
量
b
。
。
O
■

⑫
　
↓
髪
渓
ρ
∩
も
．
b
。
認
’

⑭
　
ご
ご
．
冨
。
』
o
碁
｝
r
瓢
。
謡
■
8
9
凸
8
編
‘
甥
愈
「
。
も
凸
蒔
◎
。
①
●
岩
羨
・
お
9
。
…
ρ
P

　
門
2
口
蓋
。
四
重
。
も
■
①
㊤
¶
調
℃
羨
．
ま
．

⑭
し
口
．
丼
』
窪
遷
．
翻
。
羨
．
8
9
9
8
‘
．
噛
↓
．
轟
。
↓
や
ω
O
。
。
．
『
全
集
』
、
第
三
二

　
巻
、
一
＝
頁
。

⑮
ご
ζ
㌶
ρ
6
弓
■
ω
器
．
同
右
、
　
三
穴
頁
。
こ
れ
は
一
九
三
〇
年
に
公
蓑
さ
れ

　
た
。

⑯
δ
》
噂
コ
8
碧
3
じ
。
■
ざ
（
鎚
∩
o
‘
こ
。
ぞ
噛
鍵
9

⑰
一
i
［
顧
む
コ
〔
幕
養
暮
コ
（
ご
σ
2
［
［
・
∩
至
職
岬
）
ニ
ー
閏
。
雪
識
ω
§
δ
羨
港
9
（
量
・
。
≧
↓
莫
飴
顕

　
る
壽
喘
凶
∩
言
箕
田
≡
　
＝
o
o
』
0
9
凶
①
寓
＝
』
o
一
…
5
　
鵠
。
〈
o
吋
一
話
鉱
窪
銘
。
詳
℃
塊
。
。
・
Q
・
糟

　
の
五
胎
。
巳
b
ち
謡
畢
。
も
■
ω
9
ω
ド

⑱
ρ
図
．
濠
で
き
即
。
ほ
胃
詣
淳
＝
峯
9
9
壱
。
き
！
n
需
。
↓
q
譲
。
嵩
ρ
剛
＾
霞
塁
8
ξ
7

　
帥
三
≡
雲
雪
2
2
↓
．
《
「
百
曼
笹
y
に
曾
三
）
毒
心
ド
8
一
p

⑲
　
＝
梱
O
o
℃
o
委
甲
＝
圃
ン
♂
℃
o
『
o
騎
．
℃
器
零
鷹
突
飴
順
三
＝
エ
弛
き
7
《
［
ゼ
き
蓼
y
旨
＝

　
悼
①
合
。
じ
。
勺
強
国
H
㊤
b
⊃
ド
ラ
ソ
ロ
ー
キ
ン
は
モ
ス
ク
ワ
県
＾
賞
糧
委
員
、
　
ロ
ゴ
フ
は
モ
ス

　
ク
ワ
県
農
業
部
長
、
　
い
ず
れ
も
二
流
の
人
物
で
あ
り
、
　
し
か
も
こ
の
　
『
プ
ラ
ウ

　
ダ
騙
論
文
に
は
、
贋
訳
な
し
の
両
者
の
署
名
し
か
付
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
論

　
文
を
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
載
せ
る
か
否
か
の
問
題
は
政
治
…
局
で
審
議
さ
れ
た
が
、
相

　
嘉
も
め
た
よ
う
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
掲
載
に
賛
成
し
た
。
9
幽
■
国
写
熱
窪
養
・

　
瓢
霧
＝
．
8
9
■
8
～
↓
。
し
”
b
。
℃
o
ぞ
・
。
。
ま
一
ω
0
メ
口
唱
蒙
噸
ニ
ド

⑳
6
■
＞
9
＝
o
養
【
ハ
。
し
。
．
望
同
§
■
n
o
‘
‘
∩
目
℃
．
漣
b
。
．

⑳
　
三
月
七
β
，
党
中
央
委
員
会
は
、
レ
ー
ニ
ン
、
ツ
ユ
ル
ー
バ
、
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ

　
一
、
等
々
か
ら
な
る
委
員
会
に
ネ
ッ
プ
導
入
の
草
案
を
委
任
し
、
こ
の
委
員
会
が

　
第
一
〇
回
党
大
会
で
の
ネ
ッ
プ
導
入
の
決
議
案
を
作
成
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
第
　
○
回
党
大
会
ま
で
、
党
中
枢
以
外
で
の
大
規
模
な
討
議
が
行
な
わ
れ
た
形
跡

　
は
な
い
。

＠
　
　
即
耳
魯
。
婁
曇
コ
。
詰
■
8
9
●
n
o
～
縛
多
層
。
超
，
G
。
吟
『
全
集
』
、
第
四
五
巻
、

　
六
一
　
一
頁
。

㊥
↓
撃
美
ρ
n
弓
．
㊤
ド
同
右
、
七
〇
頁
。
こ
の
手
紙
も
一
九
四
五
年
に
謡
Φ
讐
苧

　
O
同
6
諏
a
O
窟
員
℃
↓
・
も
9
α
℃
O
唱
・
b
。
ミ
に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
。

⑭
　
｝
九
二
一
年
一
月
一
八
日
に
発
表
さ
れ
た
労
働
者
反
対
派
の
労
働
組
合
綱
領
に

　
は
、
全
露
金
属
労
働
者
組
合
中
央
委
員
会
議
長
A
・
r
・
シ
リ
ャ
ー
プ
ニ
コ
フ
を

　
筆
頭
に
、
金
属
労
働
者
組
合
、
鉱
山
労
働
者
組
合
、
繊
維
労
働
者
組
合
、
等
々
の

　
幹
部
が
暑
名
し
て
い
る
（
9
P
×
O
♂
㊦
翼
〔
b
⊃
〕
響
O
↓
ワ
唖
b
⇒
令
お
α
…
〔
ω
〕
噌
n
弓
．
8
一
）
。

　
第
一
〇
回
党
大
会
で
配
布
さ
れ
た
有
名
な
小
冊
子
楓
勺
鋤
α
o
頑
欝
。
目
。
ω
＝
壕
一
薗
》
（
英

　
訳
は
コ
♂
券
恥
誘
、
O
特
讐
肋
ミ
§
§
需
ミ
恥
鴇
黛
噛
巳
b
。
押
Ω
首
ρ
σ
q
。
六
四
は
b
爵

　
噛
・
議
℃
題
ぎ
諏
さ
ミ
ミ
§
8
ミ
§
曜
犀
Φ
一
暮
Φ
一
【
9
帥
鵠
睾
釜
5
σ
q
冒
一
㊤
遷
訪
u
ら
」
告
。
一
－

　
嵩
q
に
収
録
）
を
執
筆
し
た
A
・
コ
ロ
ン
タ
イ
が
労
働
者
反
対
派
に
加
わ
っ
た
の

　
は
～
月
以
後
と
思
わ
れ
る
（
o
眺
・
ω
o
冨
℃
ぐ
P
愚
’
ミ
’
噛
や
悼
O
O
）
。

㊧
　
一
九
｛
九
年
三
月
の
第
八
亜
党
大
会
は
、
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
い
た
一
九
〇
ヨ

　
年
の
党
綱
領
の
か
わ
り
に
、
新
綱
領
を
採
択
し
た
。
新
綱
領
の
経
済
部
門
の
第
五
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ネップへの転換局面（尼川）

　
項
は
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。
　
「
社
会
化
さ
れ
た
工
業
の
組
織
的
機
構
は
、

　
ま
ず
第
一
に
労
働
組
合
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
組
合
は
同
業
組
合

　
的
な
狭
さ
か
ら
ま
す
ま
す
解
放
さ
れ
て
、
当
該
生
産
部
門
の
勤
労
者
の
大
多
数
を
、

　
さ
ら
に
漸
次
そ
の
全
員
を
包
括
す
る
巨
大
な
生
産
連
合
に
転
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。
…
…
労
働
組
合
は
単
一
の
経
済
単
位
と
し
て
の
国
民
経
済
の
管
理
を
、
事

　
実
上
こ
と
ご
と
く
み
ず
か
ら
の
手
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
ス
コ
∩
∩
・
5

　
”
①
ω
o
謡
。
琶
美
口
℃
⑦
資
窒
話
×
∩
需
罠
。
。
コ
噂
容
唇
9
①
葺
嗣
白
噛
ご
【
塁
2
写
幽
8
塔
く
．
ゴ

　
b
。
り
お
刈
ρ
o
壱
．
黛
）
。

⑳
第
一
〇
回
党
大
会
で
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
が
報
告
し
て
い
る
一
九
二
〇
年
の
労
働
組

　
合
総
数
は
（
か
な
り
水
増
し
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
）
六
七
〇
万
で
あ
る
（
×
6
マ

　
⇔
畏
〔
b
。
〕
層
∩
弓
．
謹
聴
〔
ω
〕
り
。
↓
や
ω
直
ω
）
Q
他
方
、
共
産
党
員
の
総
数
は
　
九
二

　
〇
年
　
月
で
五
八
万
五
〇
〇
〇
に
す
ぎ
な
い
（
㍉
＝
6
舞
麸
＝
．
望
否
ω
髄
〔
o
・
♂
自
マ

　
“
。
。
）
。

⑰
　
比
較
的
有
力
な
党
内
反
対
派
と
し
て
、
労
働
者
反
対
派
の
ほ
か
に
、
民
主
霊
義

　
的
中
央
集
権
派
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
関
心
は
ソ

　
ヴ
ェ
ト
と
党
の
諸
機
関
に
関
す
る
民
主
主
義
的
規
定
の
復
興
に
あ
り
、
労
働
組
合

　
聞
題
に
は
さ
し
た
る
注
意
も
払
わ
ず
（
×
6
げ
。
超
〔
b
。
ソ
。
弓
．
ω
O
O
凸
刈
9
〔
ω
〕
』
壱
’

　
c
。
鵯
の
只
・
H
・
ド
ロ
ブ
ニ
ス
の
発
言
参
照
）
、
労
働
者
反
対
派
と
緊
密
に
結
合

　
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

⑱
　
主
要
な
資
料
は
「
黒
陶
一
再
＝
6
9
0
ω
7
r
天
涌
＝
突
k
o
9
護
一
【
ω
還
簿
・
開
舞
暑
。
曾
。
－

　
δ
ω
畠
．
O
α
o
℃
｝
桝
＝
図
。
冨
↓
②
帥
一
剛
陣
雲
℃
寒
き
。
。
8
沁
℃
o
皆
【
（
ξ
楠
ゆ
認
戸
ω
順
圃
＝
o
切
ぴ
①
c
。
p

　
自
①
き
O
畠
で
」
お
ト
っ
測
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
採
録
さ
れ
た
資
料
で
×

　
o
び
。
岩
〔
卜
δ
〕
ハ
Q
。
〕
所
収
の
資
料
と
重
複
す
る
も
の
も
多
い
。
な
お
、
労
働
者
反
対

　
派
に
関
す
る
資
料
集
と
し
て
℃
a
o
．
剛
営
O
蓋
。
ω
置
話
・
セ
貯
話
℃
毒
塗
一
［
』
2
（
｝
ゴ
？

　
糊
ヨ
・
【
」
O
N
O
占
詑
の
「
ツ
≧
㌔
≧
し
露
①
が
あ
る
。

⑳
　
回
）
o
σ
σ
層
雲
■
ミ
‘
や
一
毫
．
邦
訳
前
掲
霞
、
六
九
頁
。

⑳
×
Q
ぴ
。
銀
〔
b
り
〕
、
2
）
織
8
為
O
ご
〔
ω
ソ
。
壱
．
⑦
刈
○
。
辱

⑳
9
ド
×
。
器
舞
〔
卜
♪
〕
り
∩
↓
O
．
ざ
G
。
－
刈
O
。
。
…
〔
ω
〕
層
〔
↓
ワ
①
謡
ふ
。
。
9

⑳
O
p
芦
愚
誌
鈍
く
。
r
b
。
讐
や
ト
。
ミ
■
邦
訳
前
掲
書
、
第
二
巻
、
一
七
一
頁
。

⑳
9
凶
．
X
∩
び
①
買
〔
b
。
〕
噛
。
唱
』
ミ
も
b
。
ご
〔
ω
〕
、
自
立
．
の
。
。
①
－
①
。
。
。
。
．

⑭
×
・
♂
・
舅
〔
・
。
〕
雪
。
弓
§
…
〔
ω
〕
噛
。
弓
・
①
。
。
9
主
流
派
や
ト
・
ツ
キ
ー
派
が
最

　
も
激
し
く
槍
玉
に
あ
げ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
条
項
（
第
；
項
）
で
あ
っ
た
。

⑯
9
野
×
。
亀
節
〔
b
o
〕
』
弓
’
『
b
。
G
。
剛
〔
。
。
〕
噂
。
も
・
①
8
・

⑳
　
　
「
十
人
の
政
綱
」
に
は
次
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
ロ
シ
ア
の
労
働
者

　
階
級
は
、
農
民
人
口
が
巨
大
な
多
数
を
占
め
る
国
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁

　
を
実
現
し
な
け
れ
げ
な
ら
な
い
。
地
主
権
力
の
復
活
が
も
は
や
農
民
を
直
接
脅
か

　
さ
な
い
現
在
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
実
現
の
寮
業
は
あ
ら
た
な
困
難
に
出
会
う

　
で
あ
ろ
う
。
こ
の
独
裁
の
首
尾
よ
い
実
現
は
、
階
級
意
識
の
発
展
の
様
々
な
段
階

　
に
あ
る
す
べ
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
開
か
れ
て
い
る
大
衆
組
織
と
し
て
の
労
働
組

　
合
の
も
と
で
の
み
可
能
で
あ
る
」
（
×
o
び
①
舞
〔
菖
、
。
弓
・
Φ
。
。
。
。
ふ
。
。
り
〔
。
。
〕
”
o
弓
・

　
①
＄
）
。

　
　
さ
ら
に
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
ほ
か
の
二
つ
の
テ
ー
ゼ
と
異
な
り
、
　
「
農
村
で
の
労

　
働
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
」
と
い
う
特
踊
の
項
目
を
設
け
、
農
村
に
特
に
注
意
を

　
向
け
て
い
る
（
0
7
瞬
。
×
∩
♂
①
ω
画
〔
N
〕
o
弓
9
刈
O
O
…
〔
ω
〕
、
o
壱
．
①
①
⊂
n
）
。

⑰
　
そ
し
て
「
共
産
主
義
は
、
資
本
主
義
の
遺
産
の
な
か
で
我
々
に
残
さ
れ
た
人
闘

　
素
材
か
ら
創
り
出
さ
れ
る
」
（
X
∩
ゴ
①
畏
億
〕
’
o
壱
．
①
。
。
⑩
…
〔
ω
〕
噂
。
弓
．
⑦
顕
）
。

　
　
×
∩
げ
。
駕
〔
b
。
〕
”
臼
ワ
O
o
。
ρ
〔
G
。
〕
噛
。
↓
や
’
①
①
9

6vin　＠＠＠＠＠
　
×
。
♂
o
駕
〔
昏
3
〕
’
n
弓
．
①
Q
。
り
ふ
8
叫
〔
。
。
〕
．
∩
弓
．
8
？
①
8
噂

　
×
。
器
揺
〔
鱒
》
。
壱
■
⑦
8
…
〔
ω
〕
噂
。
↓
℃
■
0
①
①
■

　
×
。
需
舞
〔
・
。
〕
』
、
門
階
）
■
0
8
…
〔
ω
〕
噂
。
弓
．
①
0
9

　
×
9
Φ
貴
B
〕
噂
。
壱
’
8
0
…
〔
Q
O
〕
讐
。
も
．
①
8
．

　
一
九
二
〇
年
＝
～
月
三
〇
日
の
レ
ー
ニ
ン
の
演
説
お
よ
び
翌
年
一
月
一
九
日
執

筆
の
彼
の
論
文
（
2
．
㍉
§
一
叢
凸
コ
。
』
一
［
■
8
9
¶
8
・
朔
ご
5
お
、
∩
弓
・
b
二
〇
刈
l
b
。
O
。
。
讐

鱒
Q
Q
り
◎
『
A
謀
集
』
、
焔
弟
＝
｝
二
巻
、
　
九
、
　
三
⊥
ハ
百
ハ
）
。
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三
　
第
【
○
回
党
大
会
に
お
け
る
食
糧
税
導
入
の
決
定
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第
一
〇
回
党
大
会
に
つ
い
て
の
公
示
は
、
一
九
二
〇
年
一
二
月
一
二
日
に
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
会
は
一
九

二
一
年
二
月
六
日
に
開
か
れ
、
議
事
は
、
ω
中
央
委
員
会
報
告
、
②
統
制
委
員
会
報
告
、
㈲
「
労
働
組
合
と
国
の
経
済
生
活
に
お
け
る
そ
の
役

割
」
、
ω
対
外
政
策
、
㈲
「
経
済
建
設
の
当
面
の
任
務
」
、
⑥
「
党
建
設
の
諸
問
題
」
⑦
～
⑪
（
略
）
、
⑫
中
央
委
員
会
・
統
制
委
員
会
選
挙
、
の

　
　
　
　
　
　
①

順
で
審
議
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
一
月
二
七
旧
に
は
、
大
会
の
一
ケ
月
延
期
と
選
挙
規
定
に
つ
い
て
の
中
央
委
員
会
公
示
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
公
示
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
第
一
〇
回
党
大
会
議
事
録
第
二
版
に
付
さ
れ
て
い
る
事
件
誌
に
よ
れ
ば
、
一
月
＝
一
日
、
中
央
委
員
会
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

大
会
選
挙
を
労
働
組
合
政
綱
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
旨
の
決
議
を
採
択
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
立
候
補
者
は
ど
の
テ
；
ぜ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

賛
同
す
る
か
態
度
表
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
選
挙
は
ま
さ
に
労
働
組
合
問
題
を
最
大
争
点
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
選
挙
は
レ
ー
ニ
ン
派
の
圧
倒
的
勝
利
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
派
は
も
と
も
と
党
内
主
流
派
で
あ
っ
て
党
内
の
主
要
な
地
位
を
占
め
、

強
力
な
組
織
力
を
持
っ
て
お
り
、
当
初
か
ら
有
利
な
位
置
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
党
の
分
裂
の
危
機
を
強
調
し
、
現
状

維
持
的
で
実
際
的
な
同
派
の
労
働
組
合
政
綱
が
、
多
く
の
支
持
老
を
集
め
る
の
に
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
レ
ー
ニ
ン
の
個
人
的
威
信
と
い
う

要
因
も
看
過
で
き
な
い
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
主
流
派
に
比
肩
し
う
る
代
議
員
数
を
獲
得
で
き
ず
、
労
働
者
反
対
派
も
少
数
派
に
と
ど
ま
っ
た
。

（
後
述
の
労
働
組
合
問
題
決
議
の
採
択
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
こ
の
大
会
の
代
議
員
数
は
資
料
に
よ
り
一
定
し
な
い
が
、
議
事
録
巻
末
の
代
議
員
名
簿
に
よ
れ
ば
、
表
決
権
を
持
つ
者
は
七
一
七
名
、
審
議

権
の
み
を
持
つ
者
は
四
一
八
名
、
計
＝
三
五
名
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
し
た
代
議
員
九
〇
五
名
の
う
ち
、
一
九
一
七
年
ま
で
の
基
本

的
職
業
が
労
働
老
で
あ
っ
た
者
は
三
三
〇
名
（
三
六
・
五
％
）
、
手
工
業
者
で
あ
っ
た
者
は
四
四
名
（
四
・
八
％
）
、
農
民
で
あ
っ
た
者
は
わ
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

二
八
名
（
三
・
一
％
）
で
、
こ
れ
以
外
は
、
イ
ン
テ
リ
、
囁
事
務
員
、
学
生
、
等
で
あ
っ
た
者
が
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
点
で
の
ロ
シ
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ア
共
産
党
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
年
齢
別
で
は
三
四
歳
以
下
の
者
が
七
一
五
名
（
七
九
・
○
％
）
、
ま
た
党
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

会
に
初
め
て
参
加
す
る
者
が
七
〇
市
名
（
七
七
・
七
％
）
も
い
る
。
以
上
に
よ
り
、
第
一
〇
回
党
大
会
代
議
員
の
お
お
よ
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮

か
ぶ
。

　
大
会
初
日
（
六
日
）
の
冒
頭
、
議
長
は
ま
ず
議
事
日
程
に
関
し
、
中
央
委
員
会
提
案
と
し
て
詳
細
な
説
明
な
し
に
次
の
よ
う
な
変
更
を
提
起

し
て
い
る
。
即
ち
、
第
五
項
の
「
経
済
建
設
の
当
面
の
任
務
」
を
「
食
糧
徴
発
と
食
糧
税
の
問
題
の
審
議
」
と
燃
料
問
題
に
つ
い
て
の
報
告
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

代
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
格
別
の
質
疑
も
呼
び
起
こ
さ
ず
採
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
の
ち
も
、
各
地
の
反
乱
鎮
圧
の
援
助
の

た
め
代
議
員
の
出
入
り
が
激
し
く
、
会
期
中
、
議
事
日
程
は
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
、
中
央
委
員
会
選
挙
も
繰
り
上
げ
ら
れ
た
。
大
会
の
議
事
は

結
局
次
の
順
で
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
八
日
　
開
会
。
中
央
委
員
会
報
告
。
統
制
委
員
会
報
告
。

　
　
九
日
　
中
央
委
員
会
報
告
に
関
す
る
討
議
。
他
。

　
一
〇
日
　
前
日
の
つ
づ
き
。
民
族
問
題
。

　
＝
日
　
党
建
設
。

　
一
二
日
　
軍
事
問
題
（
秘
）
。

　
一
三
日
　
前
日
の
つ
づ
き
。
党
建
設
（
つ
づ
き
）
。

　
一
四
日
　
労
働
組
合
問
題
。
中
央
委
員
会
、
統
綱
委
員
会
選
挙
。

　
一
五
日
　
選
挙
結
果
報
告
。
食
糧
税
問
題
。
対
外
問
題
。

　
一
六
臼
　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
。
分
派
活
動
禁
止
（
党
の
統
一
と
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
的
・
無
政
府
主
義
的
偏
向
）
。
他
。
閉
会
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ま
ず
党
建
設
、
労
働
組
合
、
等
が
真
先
に
審
議
さ
れ
、
食
糧
税
の
問
題
は
あ
と
ま
わ
し
に
さ
れ
て
い
る
。
分
派
活
動
禁
止
の

措
置
は
、
一
六
日
に
な
っ
て
突
如
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
大
会
初
日
の
レ
ー
ニ
ン
の
中
央
委
員
会
政
治
活
動
報
告
は
、
実
際
に
は
こ
の
大
会
の
最
も
重
大
な
課
題
と
な
っ
た
二
つ
の
間

題
　
　
ω
食
糧
税
導
入
と
取
引
容
認
、
②
分
派
活
動
の
禁
止
i
を
あ
る
程
度
予
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
彼
は
い
う
。
　
「
こ
の
一
年
間
〔
一
九
二
〇
年
春
以
後
〕
を
通
じ
、
何
よ
り
も
注
意
を
引
き
つ
け
、
ま
た
私
の
考
え
で
は
、
我
々
の
誤
り
が
何

よ
り
も
そ
れ
と
結
び
つ
い
て
い
る
、
我
々
の
活
動
の
基
本
点
の
う
ち
で
、
第
一
の
も
の
は
、
戦
争
か
ら
平
和
へ
の
移
行
で
あ
る
」
。
だ
が
、
「
こ

の
移
行
は
我
々
が
夢
に
も
予
期
し
な
か
っ
た
よ
う
な
激
動
を
必
要
と
し
た
。
我
々
が
こ
の
報
告
期
間
〔
つ
ま
り
一
九
二
〇
年
春
以
後
〕
に
我
々

の
政
策
上
で
犯
し
、
ま
た
我
々
が
い
ま
な
お
そ
れ
に
苦
し
ん
で
い
る
数
々
の
誤
り
や
ま
ち
が
い
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
は
疑
い
も
な
く
こ
こ
に

　
⑪

あ
る
」
。

　
「
誤
り
」
と
は
何
か
。
食
糧
と
燃
料
の
総
量
を
考
慮
せ
ず
、
配
給
の
幅
を
拡
げ
て
大
量
に
消
費
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
軍
隊
の
復
員
に

伴
う
困
難
を
考
慮
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
誤
り
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
卒
直
に
認
め
た
よ
う
に
、
　
「
事
態
に
つ
い
て
の
ま
ち
が
っ
た
見
方
、

ま
た
戦
争
か
ら
平
和
〔
社
会
主
義
建
設
〕
へ
の
移
行
の
速
さ
と
結
び
つ
い
て
」
い
た
。
こ
の
移
行
は
、
　
「
我
々
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
は
、
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
か
に
緩
慢
に
し
か
生
じ
え
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
は
る
か
に
長
期
間
の
準
備
が
、
よ
り
緩
や
か
な
テ
ン
ポ
が
必
要
で
あ
る
」
。

　
不
作
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
誤
り
が
倍
加
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
経
済
的
・
社
会
的
危
機
が
不
可
避
的
に
生
じ
て
農
民
反
乱
や
ク
ロ
ン
シ
タ
ッ

ト
反
乱
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
い
ま
や
共
産
党
は
こ
の
　
「
無
政
府
主
義
的
・
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
自
然
成
長
力
」
、
　
つ
ま
り
自
衛
派
支
配
へ
の
橋
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
た
る
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
革
命
」
の
ま
っ
た
だ
な
か
に
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
国
際
革
命
の
展
望
が
不
確
か
な
も
の
で
あ
る
以
上
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
」
を
維
持
す
る
た
め
に
は
農
業
政
策
を
根
本
的
に
変
え
、
税
を
導
入
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
ソ
ヴ
ェ
ト

権
力
は
、
農
民
に
「
大
規
模
生
産
の
あ
ら
ゆ
る
優
越
性
」
を
実
地
に
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ
て
「
自
由
商
業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
避
け
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
危
険
性
は
、
そ
れ
が
自
衛
派
的
・
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
志
向
を
お
お
い
隠
し
て
い
る
点

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
同
じ
農
民
大
衆
が
自
衛
派
を
憎
悪
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
普
及
し
て
い
き
そ
う
だ
と
い
う
点
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
。
そ
れ
が
普
及
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
小
生
産
着
の
経
済
的
生
存
条
件
に
適
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
。
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「
自
由
商
業
」
、
こ
れ
こ
そ
い
ま
ま
で
共
産
党
が
排
撃
し
て
き
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
し
、
い
ま
や
党
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
農
民
の
図

ざ
し
て
い
る
も
の
と
と
ら
え
た
も
の
－
門
自
由
商
業
」
i
に
一
定
の
譲
歩
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
レ
ー
ニ
ン
自
身
、

こ
の
譲
歩
即
ち
退
却
が
非
常
に
困
難
な
任
務
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
従
っ
て
彼
は
、
他
方
で
い
ま
一
つ
の
こ
と
を
、
即
ち
強
固
に
団
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
「
単
一
の
意
志
」
を
持
つ
こ
と
を
、
党
に
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
労
働
組
合
論
争
に
つ
い
て
は
、
レ
…
ニ
ン
は
こ
れ
を
「
法
外
な
贅
沢
」
と
評
し
た
。
　
「
我
々
は
、
疑
い
も
な
く
、
客
観
的
条
件
か
ら
い
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

第
一
位
に
立
つ
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
問
題
を
こ
の
討
論
で
は
第
一
位
に
押
し
出
し
た
こ
と
は
気
づ
か
な
い
で
、
誤
り
を
犯
し
た
」
。
し
か

し
、
他
方
彼
は
問
題
の
別
の
面
に
代
議
員
の
注
意
を
促
し
た
。
党
は
大
衆
党
と
な
っ
た
が
ゆ
え
に
、
党
外
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
一
部
分
反
映
す

る
。
　
「
小
さ
な
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
的
、
ま
た
は
半
ば
無
政
府
主
義
的
な
偏
向
な
ど
恐
れ
る
に
足
」
ら
な
い
が
、
　
「
も
し
そ
れ
が
戸
内
で
圧
倒

的
優
勢
を
占
め
て
い
る
農
民
と
結
び
つ
く
な
ら
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
対
す
る
こ
の
農
民
の
不
満
が
増
大
す
る
な
ら
ば
、
も
し
農
民
経
済

の
危
機
が
限
度
に
達
す
る
な
ら
ば
、
…
…
我
々
は
偏
向
に
つ
い
て
の
論
議
を
許
さ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
問
題
に
終
止
符
を
打
た
な
け
れ
ば

　
　
　
⑳

な
ら
な
い
」
。
分
派
活
動
禁
止
の
措
置
は
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
予
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
食
糧
税
導
入
の
提
案
に
対
し
て
苦
言
が
出
た
の
は
、
党
主
流
派
に
属
さ
な
い
代
議
員
か
ら
で
あ
っ
た
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
涯
・
C
・
ソ
ス
ノ

フ
ス
キ
ー
は
、
　
「
ロ
シ
ア
の
多
く
の
地
方
に
と
っ
て
、
我
々
が
審
議
す
る
で
あ
ろ
う
こ
の
〔
農
民
へ
の
〕
譲
歩
は
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
遅
す

ぎ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
不
充
分
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
…
…
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
譲
歩
は
、
昨
年
の
こ
の
時
期
に
行
な
う
の
だ
っ
た
ら
、

は
る
か
に
有
効
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
　
「
あ
る
人
」
つ
ま
り
ト
躍
ツ
キ
ー
が
昨
年
の
党
大
会
の
前
に
そ
れ
を
提
案
し
た
こ
と
に
言
及

　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
⑳

し
て
い
る
（
ト
ロ
ツ
キ
ー
自
身
も
労
働
組
合
会
議
の
席
上
、
前
年
二
月
の
提
案
に
つ
い
て
語
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
主
流
派
か
ら
の
反
論
は
、

こ
の
ソ
ス
ノ
フ
ス
キ
ー
の
発
言
の
場
合
同
様
、
何
も
な
か
っ
た
）
。

　
党
内
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
も
属
し
て
い
な
か
っ
た
π
・
B
・
リ
ャ
ザ
ノ
ブ
の
発
言
は
、
税
導
入
の
問
題
の
提
起
の
さ
れ
方
に
対
す
る
最
も
辛

辣
な
批
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
　
「
こ
の
新
し
い
方
針
は
－
私
は
そ
れ
を
す
で
に
採
択
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
の
だ
が
一
、
食
糧
割
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当
徴
発
を
突
如
食
糧
税
に
代
え
る
と
い
う
か
た
ち
で
我
々
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
食
糧
人
民
委
員
部
の
同
志
た
ち
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
い
か

に
突
然
に
こ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
か
を
諸
君
に
語
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
け
て
い
る
。

　
「
多
数
の
決
定
が
、
…
…
そ
れ
ら
が
採
択
さ
れ
た
の
ち
初
め
て
モ
ス
ク
ワ
組
織
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
…
…
。
多
数
の
ア
ジ
テ
ー

タ
ー
が
今
日
ま
だ
工
場
に
出
て
『
食
糧
割
当
徴
発
だ
。
食
糧
割
当
徴
発
な
し
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
』
と
叫
ん
だ
の
ち
、
翌
日
に
は
同
志
レ
ー

ニ
ン
に
つ
づ
い
て
、
　
『
現
物
税
に
は
健
全
な
意
義
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
政
策
の
あ
ら
た
な
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
陣
と
い
う
。
我
々
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
そ
の
よ
う
な
決
定
が
そ
れ
ぞ
れ
そ

れ
自
身
の
も
と
に
党
の
基
盤
を
持
つ
よ
う
全
力
を
あ
げ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
意
見
の
相
違
が
す
べ
て
、
若
い
同
志
の
あ

い
だ
で
理
論
的
に
・
原
則
的
に
審
議
さ
れ
る
と
い
ケ
こ
と
が
・
我
々
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
勧
」
・

　
レ
ー
ニ
ン
は
こ
う
答
え
て
い
る
。
　
「
あ
る
発
言
者
は
…
…
税
が
私
の
演
説
で
は
、
審
議
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
ず
に
、
い
き
な
り
ど
こ
か
か
ら

現
わ
れ
た
よ
う
に
い
っ
て
、
た
だ
そ
の
点
だ
け
に
つ
い
て
私
を
非
難
し
た
。
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。
…
…
税
に
関
す
る
討
論
は
数
週
間
前
に

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
紙
上
で
開
か
れ
て
い
る
。
反
対
派
遊
び
が
好
き
で
、
広
範
な
討
論
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
し
な
い
と
い
っ
て
我
々
を
非
難
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が

こ
と
が
好
き
な
同
志
た
ち
が
、
こ
の
討
論
に
参
加
す
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
彼
ら
の
科
で
あ
る
。
…
…
『
プ
ラ
ウ
ダ
』

紙
上
に
色
々
な
論
文
が
載
っ
た
。
だ
れ
も
そ
れ
に
答
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
答
え
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
自
分
が
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
」
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
食
糧
税
の
有
利
さ
を
説
い
た
論
文
が
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
載
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
論
文
は
わ
ず
か
な

ス
ペ
ー
ス
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
単
に
筆
者
ソ
ロ
！
キ
ン
と
ロ
．
識
フ
の
署
名
が
付
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

由
取
引
の
容
認
の
問
題
に
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
税
導
入
と
取
引
容
認
の
問
題
は
、
党
上
層
部
を
除
き
、
党
内
で
広
範
に
討
議
さ
れ
た
こ
と

も
な
げ
れ
ば
、
そ
の
討
論
が
特
に
奨
励
さ
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
中
央
委
貴
会
政
治
報
告
に
つ
い
て
の
討
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
税
や
農
民
の
問
題
に
つ
い
て
の
突
っ
こ
ん
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だ
討
議
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
食
糧
税
に
つ
い
て
の
討
論
は
、
数
日
後
の
、
特
に
そ
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
会
議
で
行
な
わ
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
班
・
H
・
ス
ク
ヴ
ォ
ル
ツ
ォ
ツ
降
ス
チ
ェ
パ
ー
ノ
ブ
は
、
討
議
の
冒
頭
で
、
欧
露
南
東
諸
県
で
の
農
民
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

乱
と
そ
の
原
因
に
か
な
り
詳
し
く
言
及
し
、
こ
の
問
題
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
大
会
は
、
農
民
反
乱
と
ク
ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
反
乱
の
た
だ
な
か
で
進
行
し
て
い
っ
た
。
重
要
穀
倉
地
帯
で
燃
え
盛
る
農
民
反
乱
、
兵
士
の
な
か

で
生
じ
多
数
の
党
員
を
も
引
き
入
れ
た
ク
ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
の
反
乱
、
鎮
め
ら
れ
た
と
は
い
え
共
産
党
政
権
の
直
接
の
権
力
基
盤
た
る
べ
き
労
働

者
の
ス
ト
と
デ
モ
、
1
こ
れ
ら
大
衆
の
反
乱
の
脅
威
は
、
大
会
の
議
事
に
重
苦
し
く
反
映
し
た
。
　
「
党
建
設
」
に
つ
い
て
の
会
議
で
中
央
委

員
会
を
代
表
し
て
主
報
告
を
行
な
っ
た
ブ
ハ
ー
リ
ン
も
、
い
ま
は
完
全
に
レ
ー
ニ
ン
の
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
自
然
成
長
力
」
の
論
議
に
の
っ
と

り
、
民
主
主
義
的
中
央
集
権
派
や
労
働
老
反
対
派
の
提
案
を
、
階
級
分
割
と
い
う
現
実
を
無
視
し
て
労
働
者
民
主
主
義
を
無
原
則
的
に
拡
大
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

る
も
の
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
た
。

　
労
働
組
合
に
関
す
る
会
議
で
も
労
働
者
反
対
派
は
攻
撃
の
的
と
な
り
、
そ
の
さ
い
特
に
「
岩
窟
生
産
者
大
会
」
と
い
う
主
張
が
、
主
流
派
や

ト
ロ
ツ
キ
ー
派
か
ら
の
集
中
砲
火
を
浴
び
せ
ら
れ
た
。
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
は
「
『
生
産
者
』
（
つ
ま
り
農
民
も
含
む
）
の
大
会
で
は
、
現
在
の
困
難

な
時
機
に
は
、
大
多
数
は
無
党
派
で
あ
ろ
う
し
、
か
な
り
の
部
分
は
エ
ス
エ
ル
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
で
あ
ろ
う
。
…
…
『
労
働
者
反
対
派
』
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

我
々
が
革
命
期
に
蓄
積
し
た
麗
大
な
資
本
の
す
べ
て
を
不
安
定
な
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
自
然
成
長
力
に
渡
す
こ
と
を
欲
し
て
い
る
の
だ
」
と
難
詰

し
た
。

　
こ
の
時
点
で
は
、
労
働
者
反
対
派
は
苦
し
い
立
場
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
も
は
や
労
働
組
合
問
題
が
中
心
問
題
で
は
な
く
な
っ
て

い
た
。
農
業
政
策
の
破
綻
か
ら
、
農
村
で
は
農
民
反
乱
が
、
都
市
で
は
食
糧
危
機
が
生
じ
て
い
た
。
農
業
・
食
糧
問
題
こ
そ
が
当
面
中
心
問
題

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
大
会
初
日
の
レ
ー
ニ
ン
報
告
以
後
、
代
議
員
た
ち
に
了
解
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

労
働
老
反
対
派
は
労
働
政
策
に
お
い
て
こ
そ
党
中
央
の
方
策
に
異
議
を
唱
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ

を
特
に
問
題
篤
し
て
い
な
か
っ
た
。
大
会
初
日
、
農
業
政
策
の
転
換
が
予
告
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
労
働
者
反
対
派
の
テ
ー
ゼ
は
、
こ
の
転
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換
の
問
題
に
直
接
対
応
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
労
働
老
反
対
派
は
、
任
命
制
を
排
し
て
選
挙
制
を
拡
大
し
、
組
合
を
下
か
ら
改
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
党
と
労
働
者
大
衆
と
の
結
び

つ
き
を
強
化
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
ら
と
て
共
産
党
に
よ
る
政
治
独
占
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
事
態
は
も
は
や
労
働
者
を
も
含
め
て
大
衆
が
共
産
党
の
一
党
独
裁
に
反
対
の
声
を
あ
げ
始
め
る
と
こ
ろ
に
ま
で
進
ん
で
い
た
。
従
っ

て
労
働
者
反
対
派
の
テ
ー
ゼ
は
、
こ
の
時
点
で
は
一
定
の
矛
盾
を
内
包
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
こ
を
主
流
派
は
突
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

何
よ
り
も
、
大
会
は
す
で
に
主
流
派
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
　
「
十
人
の
政
綱
」
の
三
三
六
票
、
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
の
テ
ー
ゼ
の
五
〇
票
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
し
、
労
働
者
反
対
派
の
テ
ー
ゼ
は
一
八
票
を
得
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
一
四
日
午
後
の
中
央
委
員
会
選
挙
も
、
主
流
派
の
筋
書
き
通
り
進
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ト
p
ツ
キ
i
派
は
い
く
つ
か
の
席
を
失
い
、
主
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

派
の
若
手
新
人
が
中
央
委
員
会
に
大
挙
進
出
し
た
。
主
流
派
を
中
心
に
「
党
の
統
一
」
は
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
食
郵
税
（
現
物
税
）
と
取
引
の
問
題
が
討
議
さ
れ
た
の
は
そ
の
翌
日
で
あ
る
。
す
で
に
多
く
の
代
議
員
が
ク
ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
反
乱
と
農
民
反

乱
鎮
圧
の
た
め
、
大
会
を
去
っ
て
い
た
。

　
議
事
は
一
貫
し
て
主
流
派
の
ぺ
…
ス
で
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
会
議
の
議
長
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
（
主
流
派
の
第
二
の
指
導
者
）
は
議
長
団
（
大
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

数
は
主
流
派
幹
部
）
か
ら
の
提
案
を
大
会
に
伝
え
た
。
即
ち
、
ω
こ
の
問
題
を
午
前
の
一
会
議
で
終
え
て
し
ま
う
、
②
報
告
者
の
レ
ー
ニ
ン
と

副
報
告
者
の
食
糧
委
員
ツ
ユ
ル
ー
バ
に
二
時
閣
を
与
え
、
さ
ら
に
議
長
団
が
指
定
し
た
六
名
の
演
説
者
に
各
々
一
〇
分
を
与
え
る
、
と
い
う
も

　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
は
議
長
団
が
演
説
者
を
選
ぶ
こ
と
に
異
議
を
唱
え
た
が
、
押
し
切
ら
れ
た
。

　
報
告
に
立
っ
た
レ
ー
ニ
ン
は
、
税
導
入
と
地
方
的
規
模
で
の
取
引
の
容
認
を
擁
護
す
る
た
め
長
弁
舌
を
ふ
る
っ
た
。
彼
は
従
来
の
ソ
ヴ
ェ
ト

権
力
の
基
本
政
策
を
顧
み
て
、
次
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
　
「
我
々
は
商
業
と
工
業
を
國
有
化
し
、
地
方
的
取
引
を
停
止
す
る
と
い
う
道
を
、

あ
ま
り
に
先
ま
で
進
み
す
ぎ
た
。
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
か
。
疑
い
も
な
く
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
で
我
々
は
ま
っ
た
く
の
誤
り
を
犯
し
た
」
。

こ
こ
で
レ
ー
ニ
ン
は
戦
争
と
経
済
崩
壊
の
圧
力
に
言
及
し
て
い
る
。
だ
が
「
我
々
が
理
論
的
に
も
政
治
的
に
も
必
要
と
さ
れ
る
以
上
に
進
み
す
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⑳

ぎ
た
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い
事
実
」
で
あ
っ
た
。
中
農
化
し
た
農
民
は
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
と
彼
ら
と
の
あ
い
だ
に
打
ち
た
て
ら
れ
た
関
係
の
形
態

に
不
満
で
あ
る
。
　
「
中
農
を
経
済
的
に
満
足
さ
せ
、
取
引
の
自
由
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
国
際
革
命
が
延
び
延
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
っ
て
い
る
さ
い
、
ロ
シ
ア
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
権
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
済
的
に
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
。

　
し
か
し
、
取
引
の
自
由
と
は
商
業
の
自
由
を
、
　
「
資
本
主
義
へ
の
後
退
」
を
意
味
す
る
。
共
産
党
が
そ
の
よ
う
な
自
由
を
認
め
、
そ
こ
に
移

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
「
そ
こ
に
は
相
容
れ
な
い
矛
盾
が
あ
り
は
し
な
い
か
」
。
従
来
党
が
墨
守
し
て
き
た
路
線
の
根
本
的
変
更
の
提

案
に
直
面
し
て
、
こ
れ
は
代
議
員
ら
が
等
し
く
い
だ
い
た
重
苦
し
い
疑
問
で
あ
っ
た
ろ
う
。
レ
ー
ニ
ン
は
次
の
よ
う
に
断
言
し
た
。
問
題
を
実

践
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
作
付
が
迫
っ
て
い
る
以
上
、
こ
の
疑
問
を
原
則
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
論
的
に
は
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
権
力
を
傷
つ
け
ず
に
、
農
民
に
あ
る
程
度
ま
で
商
業
の
自
由
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
地
方
的
取
引
が
「
工
業
製
品

と
交
換
に
、
都
市
、
工
場
、
工
業
の
需
要
を
み
た
す
に
足
り
る
だ
け
の
一
定
の
最
小
限
度
の
董
の
穀
物
を
、
国
家
に
提
供
す
る
な
ら
ば
、
経
済

的
取
引
は
回
復
さ
れ
、
国
家
権
力
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
に
と
ど
ま
り
、
強
ま
る
で
あ
ろ
う
」
。

　
つ
い
で
レ
ー
二
「
ン
は
、
協
同
組
合
を
食
糧
人
民
委
員
部
へ
の
従
属
か
ら
は
ず
し
、
地
方
的
経
済
取
引
に
従
事
す
る
機
関
と
し
て
の
役
割
を
与

え
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
協
同
組
合
の
食
糧
人
民
委
員
部
へ
の
従
属
を
定
め
た
、
一
年
前
の
第
九
圓
党
大
会
の
決
議
に
つ
い
て
、
彼
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
。
こ
の
決
議
は
「
我
々
の
運
動
が
一
直
線
に
進
む
も
の
と
予
想
し
て
い
た
。
す
べ
て
の
革
命
の
歴
史
で
い
つ
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

動
が
ジ
グ
ザ
グ
に
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
決
議
で
自
分
の
手
を
縛
る
こ
と
に
政
治
的
な
誤
り
で
あ
る
」
（
傍
点
引
用
者
）
。
こ
こ

で
も
政
策
転
換
の
鋭
さ
が
浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

　
ツ
ユ
ル
ー
バ
の
副
報
告
は
、
党
建
設
や
労
働
組
合
や
民
族
問
題
に
つ
い
て
の
会
議
の
副
報
告
の
よ
う
に
主
報
告
に
対
立
す
る
提
案
を
行
な
う

も
の
で
は
な
く
、
主
報
告
を
補
足
す
る
か
た
ち
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
ツ
ユ
ル
ー
バ
は
、
自
由
取
引
容
認
の
理
論
的
基
礎
づ
け
を
展
開
す
る
よ

う
な
こ
と
は
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
食
糧
戦
線
の
窮
状
を
具
体
的
に
述
べ
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
主
報
告
中
の
協
同
組
合

の
部
分
に
は
反
対
し
、
　
「
住
民
は
い
ま
協
同
組
合
の
な
か
に
利
益
を
見
て
い
な
い
」
か
ら
「
我
々
は
〔
商
品
〕
交
換
を
、
自
分
た
ち
の
機
関
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〔
食
糧
人
民
委
員
部
〕
を
通
じ
て
組
織
す
る
」
と
言
明
し
て
い
る
。

　
副
報
告
の
の
ち
最
初
の
発
言
者
と
し
て
立
っ
た
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
は
、
の
ち
に
は
ネ
ッ
プ
に
対
し
鋭
利
な
批
判
を
加
え
る
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
中
央
委
員
会
案
に
「
完
全
に
同
意
」
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
は
食
糧
税
導
入
に
さ
い
し
て
従
来

の
財
政
政
策
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
大
会
の
注
意
を
向
け
た
。
こ
れ
ま
で
の
財
政
政
策
は
「
紙
幣
を
で
き
る
だ
け
多
く

出
せ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
…
の
資
本
を
収
奪
す
る
一
方
法
と
し
て
役
立
っ
た
。
1
彼
は
こ
の
方
策
を
依
然
弁
護

し
て
い
る
。
し
か
し
、
　
「
賃
金
率
と
発
行
さ
れ
た
紙
幣
と
の
科
学
的
に
定
め
ら
れ
た
相
互
関
係
は
な
か
っ
た
。
だ
れ
も
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
三

年
閲
、
こ
の
豊
平
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
。
い
ま
我
々
は
、
こ
の
問
題
に
労
り
組
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
」
。
ま
た
、
彼
は
地
方
的

規
模
で
の
物
々
交
換
の
前
途
に
あ
る
危
険
に
触
れ
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
農
産
物
余
剰
は
ま
ず
家
内
工
業
に
行
き
、
そ
れ
か
ら
や
っ
と
大
工
業

の
方
に
行
く
。
大
工
業
と
家
内
工
業
と
の
力
の
相
互
関
係
は
後
者
の
側
に
有
利
に
な
る
。
大
工
業
の
分
散
無
力
化
を
ふ
せ
ぐ
金
融
措
置
を
探
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。

　
次
の
発
言
者
、
シ
ベ
リ
ア
の
ア
ル
タ
イ
県
代
表
n
・
五
・
パ
ホ
モ
フ
は
、
　
「
食
糧
英
雄
」
た
ち
の
ゆ
き
す
ぎ
を
批
判
し
て
税
へ
の
賛
意
を
表

明
し
、
地
方
的
交
換
に
つ
い
て
は
コ
ー
ヵ
自
前
、
そ
の
よ
う
な
交
換
が
ア
ル
タ
イ
県
全
域
で
行
な
わ
れ
る
旨
の
指
令
が
我
々
の
手
で
出
さ
れ

た
」
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
税
導
入
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
、
　
「
国
家
権
力
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
に
あ
り
、
軍
隊
と
す
べ
て
が
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
奉
仕
す
る
限
り
」
下
か
ら
の
資
本
主
義
が
生
じ
る
危
険
は
な
い
、
と
楽
観
的
で
あ
る
。

　
三
番
目
の
カ
フ
カ
：
ス
代
表
皿
・
H
・
フ
ル
ム
キ
ン
は
、
中
央
委
員
会
案
に
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
対
立
す
る
論
点
を
出
し
て
い
る
。
税
の
導

入
は
金
鎖
的
政
治
情
勢
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
割
当
徴
墨
を
税
に
代
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
レ
ー
ニ
ン
は
「
〔
税
納
入
後
の
〕

残
余
は
す
べ
て
農
民
の
自
由
に
な
り
、
自
由
な
地
方
的
取
引
に
入
る
乏
い
う
第
二
の
命
題
を
出
し
て
い
る
」
。
し
か
し
、
国
家
の
穀
物
独
占
は

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
自
由
販
引
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
も
な
く
ば
、
富
農
が
拾
頭
し
、
　
「
商
人
が
ア
パ
ラ
ー
ト
を
掴
み
取
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
権
力
が
強
ま
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
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ネップへの転換局面（尼川）

　
四
番
目
の
最
高
国
民
経
済
会
議
副
議
長
B
・
H
・
ミ
リ
ュ
；
チ
ン
は
、
割
当
徴
発
が
、
武
装
し
た
手
で
自
分
の
労
働
の
成
果
を
ま
も
っ
て
い

る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
革
命
の
波
と
衝
突
し
て
袋
小
路
に
入
り
、
窮
乏
し
た
労
働
者
が
ス
ト
ま
で
起
こ
し
て
い
る
現
在
、
農
民
に
真
剣
な
譲
歩
を

行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
先
の
フ
ル
ム
キ
ン
の
発
言
を
取
り
上
げ
、
徴
発
保
持
と
変
わ
ら
ぬ
も
の
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
し

か
し
、
他
方
で
彼
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
が
そ
こ
か
ら
退
却
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
経
済
体
制
に
か
な
り
肯
定
的
に
言
及
し
て
い
る
。
彼

は
、
「
国
民
経
済
の
組
織
化
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
義
務
的
播
種
に
関
し
て
採
択
さ
れ
た
法
規
と
結
び
つ
い
た
徴
発
体
制
は
整
然
と

し
た
体
制
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
国
家
権
力
に
よ
っ
て
義
務
的
播
種
が
設
け
ら
れ
、
農
村
か
ら
徴
集
し
分
配
す
べ
き
余
剰
の
一
定
量
が
定
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
体
制
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
が
レ
ー
ニ
ン
の
結
語
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
あ
と
二
人
が
登
壇
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
議
長
は
「
沢
山
の
メ
モ
に
よ
っ
て
討
論
の
完
全
な
停
止
が
提
案
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、

採
択
に
よ
っ
て
討
論
を
打
ち
切
っ
た
。
討
論
切
り
上
げ
の
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
づ
い
て
議
長
は
「
た
だ
ひ
と
り
の
報
告
老
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

結
語
を
与
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
沢
山
の
メ
モ
」
が
届
い
て
い
る
と
し
て
、
多
数
決
で
ツ
ユ
ル
ー
バ
の
結
語
を
も
省
略
し
て
し
ま
っ
た
。

　
レ
ー
ニ
ン
は
結
語
の
な
か
で
中
央
委
員
会
提
案
を
再
び
擁
護
し
、
税
に
つ
い
て
の
「
中
央
委
員
会
の
決
定
は
全
員
一
致
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
う
な
措
概
が
妥
当
で
必
要
な
こ
と
を
疑
う
の
は
実
質
上
等
可
能
で
あ
る
」
と
さ
え
述
べ
た
。
討
議
は
格
別
の
波
瀾
も
な
く
終
え
ら
れ
た
が
、

自
由
取
引
容
認
へ
の
疑
念
は
、
レ
ー
ニ
ン
に
渡
さ
れ
た
大
量
の
メ
モ
の
な
か
で
表
明
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
　
門
あ
る
人
々
は
メ
モ
に
こ
う
書

い
て
い
た
。
　
『
そ
う
す
る
こ
と
で
あ
な
た
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
小
工
業
の
発
展
の
た
め
、
資
本
主
義
的
諸
関
係
の
発
展
の
た
め
に
門
戸
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

大
び
ら
に
開
放
す
る
も
の
で
あ
る
』
と
」
。

　
レ
…
ニ
ン
は
、
国
内
で
大
工
業
や
大
農
業
経
営
が
優
越
し
て
い
な
け
れ
ば
共
産
主
義
へ
の
移
行
は
不
可
能
で
あ
り
、
経
済
発
展
の
度
合
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
は
様
々
な
形
態
で
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
。
彼
は
ま
た
、
ミ
リ
ュ
ー
チ
ン
の
述
べ
た

「
整
然
た
る
体
制
」
と
い
う
言
葉
を
取
り
上
げ
、
　
「
創
り
出
さ
れ
た
整
然
と
し
た
体
制
」
は
「
軍
事
上
の
必
要
・
考
慮
・
条
件
に
よ
っ
て
命
じ
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ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
経
済
上
の
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
、
い
や
「
そ
れ
は
整
然
と
し
た
経
済
体
制
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
非
経
済
的
な
条
件
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
著
し
く
軍
事
的
な
条
件
に
よ
っ
て
我
々
に
命
じ
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
扁
と
述
べ
た
。
こ
こ

で
彼
が
考
慮
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
が
大
会
後
に
「
戦
時
共
産
主
義
」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
の
先
行
す
る
経
済
体
制
（
こ
こ
で
は
特
に
食
糧
割
当

微
発
に
焦
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
）
を
、
も
っ
ぱ
ら
単
な
る
戦
争
へ
の
対
応
策
と
い
う
一
点
に
の
み
帰
着
さ
せ
、

部
分
的
に
せ
よ
資
本
主
義
へ
の
後
退
と
い
う
難
局
か
ら
生
じ
る
党
員
の
動
揺
を
最
小
限
に
押
さ
え
、
転
換
を
円
滑
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
ろ
う
。
　
「
戦
時
共
産
主
義
」
イ
コ
ー
ル
「
戦
争
へ
の
対
応
策
・
　
時
的
措
置
」
と
い
う
定
式
は
、
ま
さ
に
こ
の
　
九
二
】
年
春
の
ネ
ッ
プ
へ

の
転
換
と
い
う
緊
迫
し
た
状
況
の
な
か
で
前
面
に
出
さ
れ
、
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
の
ち
に
は
こ
の
定
式
の
み
が
、
そ
れ
が
出
さ
れ
た
状

況
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
固
定
化
さ
れ
、
定
説
化
さ
れ
る
に
至
る
。
し
か
も
、
こ
の
ネ
ッ
プ
（
正
確
に
は
そ
の
端
緒
）
へ
の
転
換
時
で
さ
え
、
レ

ー
ニ
ン
は
「
我
々
の
誤
り
」
に
つ
い
て
、
ま
た
部
分
的
・
戦
略
的
と
は
い
え
「
後
退
」
の
必
要
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
暗
喩
的
表
現
を
用
い
な

が
ら
も
、
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
。
，
「
戦
時
共
産
主
義
」
が
「
一
時
的
措
置
」
、
「
逸
脱
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
そ

の
よ
う
に
い
う
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

　
レ
ー
ニ
ン
の
結
語
の
の
ち
、
議
長
は
直
ち
に
採
決
に
移
っ
た
。
提
出
さ
れ
た
決
議
案
は
中
央
委
員
会
案
と
フ
ル
ム
キ
ン
案
の
二
案
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
税
の
導
入
を
容
認
し
て
い
る
。
相
違
は
、
フ
ル
ム
キ
ン
案
が
、
農
民
の
手
元
に
残
る
食
糧
、
飼
料
、
原
料
は
自
分
の
経
営
の
改
善
ま

た
は
個
人
消
費
の
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
個
人
的
消
費
品
と
の
交
換
に
よ
っ
て
国
家
に
譲
渡
さ
れ
る
、
と
し
て
自
由
取
引
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

容
認
を
あ
く
ま
で
姫
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
自
由
取
引
に
は
強
い
抵
抗
と
危
惧
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
会
を
囲
逸
す
る
政

治
情
勢
の
重
圧
と
指
導
老
レ
ー
ニ
ン
の
強
い
、
巧
み
な
説
得
は
、
こ
の
よ
う
な
抵
抗
感
を
押
し
切
り
、
大
会
は
地
方
的
取
引
の
自
由
の
容
認
を

　
　
　
　
　
　
　
⑱

含
む
中
央
委
員
会
案
を
承
認
し
た
。
た
だ
し
、
採
決
に
さ
い
し
て
の
両
案
の
各
々
の
獲
得
票
数
と
棄
権
の
票
数
は
、
党
建
設
会
議
、
労
働
組
合

会
議
、
等
々
の
場
合
と
異
な
り
、
議
事
録
の
第
二
版
に
も
第
三
版
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
単
に
、
中
央
委
員
会
案
が
「
採
択
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
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ネップへの転換局面（尼州）

　
翌
朝
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
　
「
党
の
統
一
に
つ
い
て
」
と
「
党
内
の
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
的
お
よ
び
無
政
府
主
義
的
偏
向
に
つ
い
て
」
の
二
つ
の

　
　
＠

決
議
案
を
急
遽
上
程
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
党
内
の
分
派
活
動
を
禁
止
し
、
中
央
委
員
会
の
権
限
を
一
段
と
強
化
し
、
ま
た
特
に
労
働
老
反
対
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
「
偏
向
」
を
弾
劾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
会
は
、
ラ
デ
ッ
ク
発
言
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
不
安
を
い
だ
き
な
が
ら
も
、
圧
倒
的
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
こ
れ
を
も
可
決
し
た
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
共
産
党
は
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
ほ
と
ん
ど
未
知
の
、
あ
ら
た
な
段
階
へ
と
分
け
入
っ
た
の

で
あ
る
。

　
①
　
《
口
や
館
拷
y
H
卜
3
抽
①
器
9
国
お
ト
∂
O
り
．
×
O
げ
Φ
ω
h
〔
N
》
自
㍗
ミ
①
叫
〔
G
◎
〕
、
6
弓
’
　
　
　
　
述
が
あ
る
。

　
　
謬
ω
・
四
日
前
の
一
二
月
八
日
に
、
党
中
央
委
員
会
総
会
で
、
第
一
〇
回
党
大
会
　
　
　
　
⑥
　
四
五
録
本
文
中
の
資
格
審
査
委
員
会
代
表
K
・
A
・
ポ
ポ
フ
の
報
告
で
は
、
表

　
　
を
二
月
初
め
に
開
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
た
（
臼
．
飴
竃
　
㌶
①
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
権
を
持
つ
者
六
九
四
名
、
審
議
権
の
み
を
持
つ
者
二
九
六
名
、
計
九
九
〇
名
と

　
②
代
議
員
一
人
に
対
す
る
選
挙
人
の
数
、
選
挙
を
行
な
い
う
る
機
関
に
関
す
る
も
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
（
×
。
器
貫
笹
》
臼
ワ
密
9
〔
ω
〕
噛
臼
℃
・
鰹
。
。
）
。

　
　
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
×
o
ゴ
①
銘
〔
ω
〕
”
o
↓
ワ
誠
①
も
0
㊤
．
9
幽
・
冒
護
お
×
o
♂
㊦
昌
〔
b
。
〕
噸
∩
↓
や
誤
？
謡
ρ

　
③
　
公
示
の
全
文
は
×
。
二
日
〔
悼
〕
噛
。
壱
・
ミ
ご
〔
ω
〕
℃
身
や
“
綬
に
収
録
さ
れ
て
　
　
　
　
⑧
　
ち
な
み
に
切
8
層
コ
⑦
駕
。
ゆ
器
詳
↓
．
拝
お
ω
ρ
Q
登
㎝
鍵
の
表
に
よ
れ
ば
、

　
　
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
党
員
の
な
か
で
農
民
（
基
準
は
不
明
）
の
占
め
る
割
合
は
、
一
九
二
〇
年
二
五
・

　
　
　
∩
7
嶋
．
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
心
b
つ
璽
　
　
　
↓
婁
幽
　
　
　
　
　
　
◎
o
b
δ
刈

④
　
　
　
　
o
♂
の
ω
漂
〔
b
o
＞
o
↓
や
　
　
　
ま
た
　
　
　
舅
ρ
o
弓
・
　
　
の
編
集
部
注
も

　
参
照
せ
よ
。
ま
た
ω
’
φ
写
霞
望
P
門
戸
も
未
公
刊
の
貫
文
霧
に
基
づ
い
て
の
こ

　
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
o
↓
や
り
0
）
。

　
　
こ
れ
よ
り
先
、
三
月
一
日
、
共
産
党
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ト
組
織
は
「
党
へ
の
呼
び

　
か
け
」
を
決
議
し
た
が
、
そ
れ
は
労
働
組
合
問
題
が
焦
眉
の
問
題
で
あ
る
点
に
注

　
意
を
向
け
、
労
働
組
合
政
綱
に
基
づ
い
て
大
会
選
挙
を
行
な
う
こ
と
を
提
案
し
、

　
さ
ら
に
「
十
人
の
政
綱
」
を
支
持
す
る
よ
う
全
党
員
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
れ

　
は
一
月
二
三
日
、
つ
ま
り
中
央
委
員
会
が
政
綱
に
よ
る
選
挙
を
認
め
た
日
の
翌
日
、

　
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
発
表
さ
れ
た
（
9
P
《
嵩
℃
㊤
c
。
富
y
日
Q
ゆ
国
臣
鶴
α
唱
凶
お
b
Ω
戸
7
×

　
。
器
舞
〔
b
。
〕
、
。
壱
噂
ミ
。
。
）
。

⑤
各
地
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
Ω
【
，
誉
【
〈
畠
雷
’
コ
・
。
唱
器
量
寓
①
基
9
田
じ
・
α
o
写
q
o

　
器
①
誉
甲
剛
自
。
。
o
℃
㎞
臼
（
α
）
ζ
。
コ
9
咽
δ
旗
巷
8
8
δ
ω
＝
o
噛
岬
崔
。
階
受
g
≡
　
（
P
旨
O
I

　
お
b
。
一
）
・
《
じ
口
。
弓
。
∩
び
；
2
0
℃
震
y
翼
9
N
お
⊂
。
①
の
後
半
部
分
に
や
や
詳
し
い
記

　
　
％
、
二
一
年
二
八
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

⑨
　
以
上
は
代
議
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
（
×
。
寒
雀
爲
〕
層
6
↓
ワ
。
。
O
？
c
。
O
c
。
…

　
〔
ω
〕
騨
6
も
．
蕊
O
為
爵
）
に
よ
る
数
字
で
あ
る
。

⑩
9
圃
噛
×
。
器
舅
〔
餌
。
弓
梱
。
。
∴
O
…
〔
ω
〕
∩
↓
ワ
？
。
。
．

⑪
ロ
σ
．
丼
浄
顕
界
瓢
。
舅
．
8
9
．
8
～
↓
・
駆
ρ
6
弓
■
ア
。
。
．
『
全
集
』
、
第
三
二
巻
、

　
一
七
六
一
一
七
七
百
ハ
。

⑫
↓
・
。
ン
；
＾
ρ
。
も
」
G
。
■
同
右
、
一
八
一
頁
。

⑬
↓
睾
美
p
臼
O
．
卜
。
。
。
』
れ
．
同
異
、
一
九
一
頁
。

⑭
　
9
ド
話
竃
渓
ρ
鍵
㍗
↑
O
．
同
右
、
一
八
七
頁
。

⑮
冒
7
；
（
ρ
6
↓
P
ト
ニ
8
同
履
、
一
九
四
一
一
九
五
頁
。

⑯
9
隅
・
↓
碧
v
嗣
お
6
↓
ワ
ミ
占
。
。
▼
。
。
ド
同
心
、
一
八
五
一
一
八
六
、
…
九
七
頁
。

⑰
ご
竃
渓
や
。
↓
や
」
㎝
．
同
右
、
～
八
三
頁
。

⑱
↓
薗
ζ
浅
ρ
自
ワ
δ
占
S
同
右
、
…
窓
蓋
頁
。
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⑲
×
6
♂
の
畏
〔
鱒
〕
』
↓
Ψ
c
。
ご
．
〔
。
。
〕
讐
∩
↓
ワ
δ
“

⑳
9
凶
9
×
。
げ
。
銘
〔
b
。
ソ
自
℃
．
ω
認
…
〔
ω
）
、
n
壱
・
。
。
お
一
も
。
㎝
9
こ
れ
は
、
．
ジ
ノ
ヴ
．
イ

　
エ
フ
が
「
十
人
の
政
綱
」
の
み
が
農
民
須
要
索
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
誇
示
し

　
た
こ
と
に
対
す
る
発
言
で
あ
る
。
な
お
第
一
章
、
注
⑭
参
照
。

⑳
×
。
密
鋸
〔
卜
。
〕
も
超
日
脚
〔
ω
〕
讐
。
↓
で
．
。
。
ρ

⑳
即
．
写
無
畏
顎
」
］
。
皇
．
8
0
や
8
～
↓
．
蒔
ら
。
噛
臼
ワ
。
。
？
。
。
α
。
『
全
集
』
、
第
一
二
二
．

　
巻
、
二
〇
一
気
。

⑯
　
9
頃
噛
算
∩
8
臭
量
踏
穿
唱
0
8
切
◎
℃
舘
器
や
q
幽
臼
護
＝
踏
舘
o
p
《
口
唱
器
岩
y
ミ

　
同
一
悼
①
号
窃
富
養
お
b
。
一
び
な
お
第
一
　
章
、
注
⑩
参
照
。

⑳
　
9
【
．
×
。
げ
①
錯
〔
b
⊃
〕
層
。
壱
．
9
1
刈
ご
〔
ω
〕
層
n
↓
で
．
＄
為
。
。
・

．
⑳
　
∩
昇
×
o
ゴ
㊥
ω
酒
〔
b
o
ソ
自
℃
■
b
o
ド
甲
N
ω
O
…
〔
Q
◎
∀
o
↓
ワ
ト
診
旨
I
N
も
。
も
Q
．
ま
た
×
o
げ
。
。
。
油

　
〔
b
o
〕
、
o
弓
・
ω
α
ω
闘
〔
Q
。
〕
魑
6
月
℃
」
9
⇔
㎝
O
－
ω
α
H
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
発
嘗
も
参
照
。

⑳
　
×
．
o
げ
Φ
罫
〔
b
o
〕
．
自
P
Q
。
畠
凸
㎝
O
…
〔
Q
。
》
o
も
．
ω
ミ
ー
ω
蒔
Q
。
（
異
文
あ
り
）
。
．
こ
れ

　
に
対
し
て
シ
リ
ャ
ー
プ
ニ
コ
フ
は
、
①
「
生
産
者
」
に
は
晦
品
生
産
者
”
農
民
を

　
含
め
て
い
な
い
、
②
「
生
産
者
大
会
」
を
い
ま
開
け
と
い
っ
て
．
い
る
の
で
は
な
い
、

　
と
反
論
し
て
い
る
（
窪
．
×
串
O
錯
〔
b
o
》
6
壱
’
q
Q
①
b
っ
”
g
Q
①
①
…
〔
ω
〕
．
自
℃
．
ω
①
ρ
ω
Φ
ω
）
。

⑰
9
ド
．
×
。
び
Φ
銘
〔
悼
〕
℃
。
も
．
．
お
鱒
〔
も
。
〕
お
↓
や
も
。
㊤
㊤
幽

⑱
9
ド
客
。
需
畏
．
〔
b
。
〕
』
↓
で
。
．
亟
O
僧
〔
ω
〕
り
。
↓
「
．
お
b
。
．

⑳
．
9
開
．
．
×
．
。
諺
銀
〔
b
。
〕
．
。
↓
や
．
．
．
毬
P
㊤
濠
（
㍉
§
o
ヨ
∩
ぴ
8
q
ぴ
ヨ
3
…
〔
ω
〕
噂
6
弓
9

　
Q
◎
ω
刈
．
．
．
．

⑳
　
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

⑳
9
圃
。
×
雷
。
錯
〔
N
〕
噛
。
弓
誌
8
…
〔
。
。
〕
』
↓
唱
，
き
ト
。
ム
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。

⑫
9
圃
噛
×
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雷
錯
欝
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．
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マ
含
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ω
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弓
．
お
も
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幽
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¢
写
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届
拝
ぞ
畠
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困
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亟
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↓
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全
集
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頁
つ
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碧
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壱
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同
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頁
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↓
書
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同
右
、
二
三
〇
頁
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睾
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同
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ゴ
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×
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げ
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爵
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9
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ω
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壱
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H
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⑫
　
9
p
×
。
器
聲
〔
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Ψ
n
弓
．
ホ
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。
〕
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。
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殴
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ω
◎

⑭
　
9
画
．
．
×
n
需
塗
屋
〕
層
。
ぢ
．
劇
お
…
〔
ω
〕
闇
自
℃
■
躰
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。
メ

⑧
や
写
幕
可
能
■
譲
。
農
’
8
q
℃
．
8
～
月
．
お
”
。
↓
㍗
刈
や
↓
9
『
全
集
』
、
第
三
二

　
巻
、
二
四
二
頁
。

⑮
．
↓
踏
竃
》
宍
ρ
．
O
↓
や
汐
刈
鉾
．
㎜
凹
右
、
　
二
四
工
気
質
只
。

⑭
8
霞
頴
｛
。
・
同
着
。

⑰
　
↓
婁
［
㌶
ρ
O
↓
で
■
刈
ρ
鉱
層
、
　
一
　
四
六
一
二
四
七
百
ハ
。

⑯
9
凶
幽
×
。
♂
。
銘
〔
夢
。
弓
澄
。
。
ム
お
噌
〔
。
。
〕
り
。
召
澄
駐
念
㎝
，

⑲
　
全
文
は
×
o
げ
Φ
ω
知
．
爲
冒
。
ぞ
■
q
翼
翼
①
9
〔
ω
〕
層
n
弓
．
O
O
Q
。
ム
8
に
あ
る
。
税

　
の
実
現
の
形
態
の
細
都
の
仕
上
げ
は
中
央
委
員
会
に
委
任
さ
れ
る
、
と
さ
れ
て
．
い

　
る
（
9
い
塁
竃
葵
①
）
。
．

　
　
．
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と
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全

　
露
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お
　
わ
　
り
　
に

ネップへの転換局面（尼川）

　
一
九
一
八
年
半
ば
か
ら
一
九
一
二
年
春
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
戦
時
共
産
主
義
」
は
、
普
通
、
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
時
点
で
の
レ
ー
ニ
ン
の
規
定

に
従
っ
て
、
　
「
戦
争
と
経
済
崩
壊
へ
の
対
応
策
、
一
時
的
措
置
、
正
常
な
路
線
か
ら
の
逸
脱
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
は
、
そ

れ
は
そ
の
よ
う
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
社
会
主
義
へ
の
直
接
的
移
行
の
措
置
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
で
は
、
レ
ー

ニ
ン
も
ま
っ
た
く
の
例
外
と
は
い
え
な
い
。
国
内
戦
が
基
本
的
に
終
了
し
て
い
た
一
九
二
〇
年
を
通
じ
て
の
「
戦
時
共
産
主
義
」
の
強
化
は
、

こ
れ
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
同
じ
一
九
二
〇
年
中
に
「
戦
時
共
産
主
義
」
は
、
そ
の
重
要
な
柱
で
あ
る
食
糧
割
当
徴
発
政
策
か
ら
破

綻
し
始
め
た
。
　
一
九
二
一
年
春
、
労
働
者
や
党
員
を
も
巻
き
こ
ん
だ
大
衆
の
反
乱
の
な
か
で
、
ロ
シ
ア
共
産
党
は
経
済
政
策
を
根
本
的
に
変
更

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
政
策
転
換
の
鋭
さ
は
、
税
の
滋
入
と
自
由
取
引
の
容
認
を
決
定
し
た
第
一
〇
回
党
大
会
の
議
事
進
行
の

状
況
に
も
明
白
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
筆
老
は
こ
の
点
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
第
一
〇
回
党
大
会
の
決
定
の
後
で
さ
え
、
新
経
済
政
策
の
真
義
は
広
範
な
理
解
を
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
党
員
の
多

く
は
、
税
導
入
と
自
由
取
引
の
容
認
を
、
政
策
の
根
本
的
転
換
と
見
な
さ
ず
、
農
民
の
生
産
意
欲
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
一
時
的
マ
ヌ
ー
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
と
す
ら
考
え
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
一
九
二
一
年
五
月
の
第
一
〇
回
党
協
議
会
決
議
は
、
新
経
済
政
策
は
「
数
年
を
単
位
と
し
て
は
か
ら
れ

る
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
樹
立
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
当
面
の
根
本
的
な
政
治
的
任
務
は
「
す
べ
て
の
活
動
家
が
、
新
経
済
政
策
を
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

理
解
し
、
正
確
に
実
行
す
る
こ
と
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
二
一
年
秋
に
は
、
当
初
意
図

さ
れ
て
い
た
都
市
と
農
村
と
の
商
品
交
換
の
方
策
が
失
敗
し
た
こ
と
が
明
白
と
な
り
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
売
買
の
国
家
規
欄
と
貨
幣
流
通
へ
の
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ま
一
歩
の
（
し
か
し
、
極
め
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
）
後
退
を
宣
言
す
る
に
至
る
。
新
経
済
政
策
は
そ
の
全
貌
を
現
わ
し
、
あ
ら
た
な
論
議
が

湧
き
上
が
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
一
九
二
一
年
春
以
後
の
展
開
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。
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The　Sufi　Orders　and’Saints－Cult　in　Egypt

bY

Seiichi　Kobayashi

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　investigate　the　religious　basis　of　tke

social　integration　iR　the　Sufi．　Orders　in　Egypt．　・　An　attempt　was　made

to　illustrate　the　rituals　of　the　orders，’　namely，　dhikr　and　mawlid．

Then　1　paid　attention　to　the　phenomenon　of　saints－cult　and　attempted

to　illustrate　why　this　be1ief　turned　out　a　basis　of　the　social　integration

in　the　orders　in　this　world．

　　　　　CliTyaqvafl　lloBopoTa　lc　Hglly

PemeHI｛e　o　3aMeHe　HpoJlpa3BepcTI〈H　npo！lHanoroM

　　　　　Ha刀lecHToM　c径）e3五e　PKrl（6）

CoA3va　AMaEaBa

　　llecfiTsl量cse311　P］KR（6）BMapTe　1921　ro湾aぞ90rrycKaff　3a殖eHy　npoBpa3BepGTsl

HpoπHa護QroM．．H　cBo60g耳blrk　MeCTHSIth．．060PQT，．oHpe！lenvan　rroBopoT　K　Hony．

H：o　｝lepoflpvaflTvae　BBegeHml．∬pogHallor3　He　6smo　BHeceHo　Ha　sToT　σ㍗e39

KaK　BeG王・Ma　Ba｝K　Ioe　np3neo］lceH耳e，　H　pe30n】1〈）耳Hlo　o　He込I　He　rrp耳Ulfinva　gepe3

THIIaTen5Hoe　o6Gy｝1｛：geHMe．

　　9〔To王¢ac皐eTσfi　BoHpoca　o606Gy｝icgeHnli　H　pe∬leHvall　B珍e耳骨耳耳πHpo耳Hautora・

｝laqoσKa3aT50neuy王く）斑（～（ラ．　蓬）T〈）T　Bompoq，　rcaaKeTGfi，　TeσHg｛　Bfi｛3aR　c　Borrpocoftl

∬oH脳aH雌．T・H・《BoeヨHor◎Kol　f“lyHla3Ma》・ao　gl・lx耳op　Hpm班To．π弾a㌘L，

9To《Boe服b二藍Ko｝II・fYH？13｝1》．nBnancg　BpeMeHHo蟄Mepo茸βLIHy瑚eHHo負Bo薫Ho藪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いwl　pa30peHHeM，　T．e．　oTK江oHeHMeM　oT∬paBHJ〔5Hol，I　J工HHH早I　Eo涯HT孤¢H，耳To　ToJエLKo

HeKOTopLle《Me竃TaTe躍H》Torqa　3al　ibl齪rmH　HerroGpeπcTBe曲L磁ロepexog　K

KOMMyHH3冠y．

　　Ho　ene＃yfi　eToMy　MHeHHI〈）．o　《BoeHHoM　KoMMyHII3Me》，　MH　He　Mor護H　6sI

llpaBansHo　ox醜TIIτb　ae｝lcalllee　3a　HvaM　HaMepeHIIe　H　X｛eaaHIIe・Ha　GaMoMπe護e，

Ho　Ha皿eMy憩eHH・o・PK〕エ（6）Tovaa　qaMa田TanacL　uoGTpo脇collru姻3M

IIo　豆yTH　　《BoeHHoro　Ro瓦鮫yHH3Ma》．　　1互MeHHo　go【りToMy，　耳a蹴e　Ho3Bo五eHHe

ilpoπHallora　H　cBo60maoro　MecTHoro　o60poTa，　aBxHBIIIeecfl　HepBLIM狙aroM

Hena，　corrPOBO｝K！；aJ【oσる　HeMa護LIMK　TpyUHOCTHMM．
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